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す
。
平
成
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
基
礎
自
治
体
の
数
は

１
８
０
０
を
切
り
、
地
方
分
権
改
革
も
第
２
ス
テ
ー
ジ

へ
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。
急
激
な
少
子
高
齢
化
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
金
融
、
教
育
、
医
療
な
ど
、

各
般
に
わ
た
り
構
造
改
革
が
進
む
中
、
自
治
体
も
機
敏

な
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
方

分
権
改
革
の
一
層
の
推
進
に
よ
る
自
主
・
自
立
の
確
立
、

無
駄
の
排
除
に
よ
る
効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
は
市
民
と
の
協
働
で
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
新
た
な
発
想
や

積
極
的
な
行
動
参
加
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
豊
か
な
人
間
性
と
協
調
性
を
育
む
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
市
民
の
創
意
工
夫
を
結
集
さ
せ

て
、
市
民
誰
も
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思

う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
就
任
し
て
４
年
目
を
迎
え
、
地
方
分
権
時
代
の

到
来
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化
な
ど
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
が
増
す
中
、
市
民
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
市
民

対
話
」
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
本
位
の
市
政
実
現
を

め
ざ
し
て
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。 

　

地
方
分
権
の
進
展
と
と
も
に
、
自
治
体
を
め
ぐ
る
環

境
は
、
こ
の　

年
余
り
で
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま

１０

●
は
じ
め
に
　
　
　
　
　

●
基
本
的
な
考
え
方
　
　
　
　
　

JAふらの青年部との市長室トーク

　

我
が
国
の
経
済
は
、
昨
年
秋
以
降
の
世
界
同
時
不
況

の
あ
お
り
を
受
け
た
国
内
製
造
業
の
減
産
、
景
気
悪
化

か
ら
生
ず
る
多
く
の
非
正
規
雇
用
者
の
解
雇
な
ど
の
問

題
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
道
内
は
製
造
業
は
少
な
い

も
の
の
、
公
共
事
業
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、

公
共
事
業
の
減
少
に
よ
り
景
気
の
回
復
が
遅
れ
、
雇
用

環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
都
市
と
地
方
の
地
域

格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
自
治
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

地
域
の
疲
弊
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
人

口
減
少
時
代
の
到
来
が
も
た
ら
す
社
会
情
勢
の
変
化
に
、

一
層
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
住
民
の
受
益
者
負
担
と

参
加
に
も
と
づ
き
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
住
民
自
治
の
確
立
に
向
け

て
自
助
、
共
助
、
公
助
を
基
本
と
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
、
地
方
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
の
自
己
決
定
能

力
と
自
己
責
任
能
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
行
政
効

果
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
市
民
本
位
の
市
政

運
営
を
信
条
に
、
市
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
を
築
い
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会
環
境
の
多
様
化
す
る
新
た
な
時
代
に

向
け
て
、
市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
市
政
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
市
民
対
話
と
情
報
開
示

　

市
政
へ
の
信
頼
は
、
市
民
対
話
と
情
報
開
示
か
ら
生

ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
世
代
、
地
域
、
職
域
、
各
種
団

体
な
ど
幅
広
く
市
民
の
皆
様
と
直
に
対
話
し
、
率
直
な

意
見
交
換
を
行
い
、
市
民
主
体
の
政
策
づ
く
り
を
進
め

る
な
ど
開
か
れ
た
市
政
運
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
参
加
を
促
進
す
る
た

め
の
基
礎
と
な
る
情
報
の
共
有
を
積
極
的
に
進
め
る
た

め
、
市
政
の
現
状
を
率
直
に
伝
え
る
な
ど
、
よ
り
一
層

透
明
性
の
高
い
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
化
と
行
財
政
改
革
の
推
進

　

平
成　

年
４
月
よ
り
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

２１

全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
全
面
施
行
さ
れ
、
新
し
い
財

政
再
建
制
度
の
も
と
、
自
治
体
の
財
政
運
営
に
お
い
て

は
、
自
主
性
と
自
立
性
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
基
金
に
依
存
し
な
い
持
続
性

の
あ
る
財
政
の
確
立
に
向
け
、「
富
良
野
市
財
政
健
全
化

市政執行方針
と予算の概要
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市政執行方針

問合せ

○市政執行方針　　　企画振興課　　拶39‐2304

○教育行政執行方針　教育委員会　　拶39‐2320

○予　算　　　　　　財政課　　　　拶39‐2306

市政執行方針を述べる能登芳昭市長

３月３日峨、平成２１年第１回市議会定例会に

おいて、能登芳昭市長は、市民との協働で、

豊かな人間性と協調性を育む地域づくりを

めざし、全力で執行する決意を述べました。

平成２１年度の予算については、経済雇用情勢

への対策と生活対策を盛り込む一方、財政健

全化に向け前年度に引き続き経費の節減に

取り組み、一般会計で１０６億８２００万円(前年度

対比0.7％ 7200万円増)、全会計では180億

3860万円(同△1.9％△3億4730万円)と緊縮

型予算となっています。

計
画
」
を
着
実
に
実
行
し
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
運

営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
富
良
野
市
行

政
改
革
推
進
計
画
｣
に
も
と
づ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
、
事
務
事
業
の
見
直

し
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職

員
の
人
材
育
成
と
人
事
管
理
等
の
人
事
評
価
制
度
導
入

に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
地
方
分
権
時
代
に
対
応
で
き

る
行
政
体
制
へ
の
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
村
観
光
都
市
の
形
成

　

豊
か
な
自
然
景
観
の
も
と
、
恵
ま
れ
た
大
地
で
営
ま

れ
る
農
業
は
美
し
い
農
村
風
景
を
育
み
、
そ
れ
ら
と
連

携
す
る
多
種
多
様
な
観
光
と
の
融
合
に
よ
る
農
村
観
光

都
市
形
成
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流
や
移
住
・
定
住
の

推
進
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
地
域
振
興
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
『
人
と
自
然
に
や
さ
し
い　

環
境
・
感
動
・
癒
し
の
大

地　

ふ
ら
の
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
富
良
野
市
観
光
振

興
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
定
住
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
移
住
体

験
希
望
者
の
た
め
に
住
宅
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

（
仮
称
）
富
良
野
市
移
住
促
進
協
議
会
を
設
立
し
民
間
と

の
協
働
に
よ
る
情
報
の
発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
、
都

市
と
農
村
の
交
流
や
定
住
人
口
の
増
加
対
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　

平
成　

年　

月
に
認
定
を
受
け
た
「
富
良
野
市
中
心

２０

１１

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
の
基
本
方
針
に
も
と
づ
き
、

富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
、
賑

わ
い
の
創
出
に
よ
る
商
業
の
活
性
化
、
ま
ち
な
か
居
住

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
旧
富
良
野
協
会
病
院
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が
事
業
主
体
と
な
り
複

地地
域域
づづ
くく
りり
にに
市市
民民
創創
意意
のの
工工
夫夫
をを
結結
集集
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こ
の
た
め
、
経
済
雇
用
対
策
と
し
て
、
国
の
平
成　
２０

年
度
第
２
次
補
正
予
算
の
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
に
よ
る
活
性
化
対
策
事
業
を
、
繰
越
明
許
事

業
と
し
て
平
成　

年
度
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
と
と
も

２１

に
、
居
住
環
境
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
雇

用
の
安
定
を
図
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

助
成
制
度
の
創
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金

等
を
活
用
し
た
緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
よ
り
、
新
た
な

雇
用
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
改
革
が
進
展
す
る
中
、
真
の
地
方
自
治
の
確

立
に
向
け
、
市
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、
自
主
自
立

と
自
己
責
任
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
運
営
に
よ
り
、
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
の
共
有
と
市
民
参
加

　

情
報
の
共
有
と
市
民
参
加
は
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
礎
で
あ
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、「
富
良
野
市
情
報

共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
」
の
理
念
に
も
と
づ

き
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、
地
域
懇
談

会
や
各
種
事
業
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
と
対
話
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
員
の
活
用
に
よ
り
町
内
会
や

連
合
会
な
ど
地
域
と
の
連
携
と
と
も
に
、
地
域
活
動
の

事
例
紹
介
な
ど
情
報
提
供
を
進
め
、
組
織
の
育
成
と
支

本
年
度
の　

主
要
な
施
策

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
素
効
率
的
な
行
財
政

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
、
引
き
続
き
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
行
政
改

革
と
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
財
源
の
確
保
対
策
と
し
て
、
市
税
の
公

平
負
担
を
原
則
に
貯
金
や
動
産
の
差
し
押
さ
え
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
売
な
ど
を
推
進
し
、
市
税
等
収

納
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
未
収
金
対
策
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ
の
広

告
掲
載
、
市
の
未
利
用
財
産
の
売
却
を
進
め
、
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政

　

富
良
野
地
区
広
域
圏
を
中
心
に
医
療
・
福
祉
・
観
光

等
の
広
域
的
な
地
域
課
題
や
連
携
事
務
に
つ
い
て
沿
線

町
村
と
の
広
域
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
富
良
野

広
域
連
合
に
よ
る
消
防
・
環
境
衛
生
・
公
共
串
内
牧
場
・

学
校
給
食
の
広
域
事
務
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

合
商
業
施
設
を
整
備
し
、
ま
ち
の
玄
関
口
、
滞
留
拠
点

と
し
て
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
雇
用
緊
急
対
策

　

国
内
の
景
気
動
向
が
著
し
く
悪
化
す
る
中
、
本
市
の

経
済
・
雇
用
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
富
良
野
市
総
合
計
画
」（
平
成　

年
度
〜
平
成　

年

１３

２２

度
）
は
、「
後
期
実
施
計
画
」（
平
成　

年
度
〜
平
成　

２０

２２

年
度
）
の
２
年
目
と
し
て
各
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
総

２３

合
計
画
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
減
少
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
課
題
が
あ
る
中
で
、
市
民
の
皆
様
と
幅
広
い
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
将
来
あ
る
べ
き
ま
ち
の
姿
を
展
望

し
た
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
平
成　

年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、
総

２１

合
計
画
の
６
つ
の
項
目
に
分
け
て
そ
の
概
要
を
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

●
み
ん
な
で
つ
く
る
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

昨年１２月から、文化会館、図書館にも設置された市民
参加手続きコーナー
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情
報
化
の
推
進

　

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
（
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

に
よ
る
事
務
作
業
の
効
率
化
、
迅
速
化
を
図
る
と
と
も

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
よ
る
市
民
へ
の
情
報

提
供
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
電
子
自
治
体
共
同
シ
ス
テ
ム
の
利
用

に
よ
り
、
行
政
手
続
等
の
電
子
申
請
等
の
効
率
的
な
運

用
化
に
努
め
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

●
心
豊
か
に
学
び
あ
う
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

　
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
と
豊
か
な
心
を
育
て
、
ま
た
、

郷
土
に
根
ざ
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
の
創
造
に
努
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習

　

市
民
の
高
度
化
・
多
様
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
、
場
所
に
お
い

て
学
習
活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

学
校
教
育

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
判
断
、
行
動
す
る
資
質
や
能
力
を
高
め
る
た

め
に
、
学
力
の
基
礎
・
基
本
を
着
実
に
身
に
つ
け
る
と

と
も
に
、
豊
か
な
心
と
健
康
で
た
く
ま
し
い
心
身
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
富
良
野
市
立

小
中
学
校
施
設
耐
震
化
推
進
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
耐

震
診
断
を
計
画
的
に
実
施
し
、
安
全
で
安
心
な
学
校
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育

　

教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
教
育
、
生
活
に
生
き
が
い

と
潤
い
を
も
た
ら
す
成
人
教
育
や
高
齢
者
教
育
な
ど
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
活

性
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
図
書
館
・
博
物
館
・
公

民
館
な
ど
の
社
会
教
育
活
動
の
推
進
と
社
会
教
育
を
担

う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
や
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

環
境
教
育
に
努
め
る
と
と
も
に
、
太
陽
の
里
に
ホ
タ
ル

が
生
息
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
図
り
、
自
然
環
境
学
習

を
推
進
す
る
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成

　

日
常
生
活
で
体
験
し
た
こ
と
や
子
ど
も
の
視
点
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
す
る
「
子
ど
も
未

来
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、「
少
年
の
主
張
大
会
」
を
開

催
し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

芸
術
・
文
化
の
振
興

　

郷
土
に
根
ざ
し
た
個
性
と
魅
力
あ
る
市
民
文
化
の
創

造
を
め
ざ
し
、
芸
術
・
文
化
に
接
す
る
機
会
を
拡
充
し
、

市
民
の
自
主
的
な
文
化
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し
た
生
活

を
営
む
た
め
に
、「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
で

も
」
が
体
力
や
年
齢
、
目
的
な
ど
に
応
じ
て
、
身
近
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第　

回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
、
第　

５９

２２

回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
を
は
じ
め
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
交
流

　

市
民
の
国
際
理
解
の
育
成
と
国
際
性
豊
か
な
人
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
主
体
的
な
国
際
交
流
へ

市政執行方針
と予算の概要

平成２０年度富良野市立東小学校入学式

毎年行われている「ことぶき大学合同運動会」
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の
支
援
と
、
小
学
生
の
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
人
と
自
然
が
共
生
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
、

安
全
で
安
心
で
き
る
快
適
な
生
活
環
境
に
向
け
て
、
環
境

問
題
に
配
慮
し
た
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
衛
生

　

美
し
く
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
の
推
進
に
向
け
、

町
内
会
及
び
連
合
会
を
通
じ
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
環
境

美
化
運
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、犬
、猫
な
ど
の
ペ
ッ

ト
の
糞
尿
の
処
理
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど
、
モ

ラ
ル
の
向
上
の
た
め
啓
発
活
動
を
進
め
、
美
化
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
火
葬
場
の
環
境
整
備
と
し
て
、
身
体

障
が
い
者
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、
石
油
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
し
た

ス
ト
ー
ブ
、
ボ
イ
ラ
ー
の
購
入
に
対
す
る
助
成
制
度
の

導
入
を
進
め
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

　

町
内
会
な
ど
を
通
じ
市
民
へ
の
分
別
指
導
を
強
化
し
、

ご
み
減
量
化
の
意
識
高
揚
と
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
推
進

に
よ
り
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
富
良
野
生
活
圏
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
広
域

分
担
処
理
基
本
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
ご
み
処
理
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら
効
率
的
運
営
に
よ
る
適
正

処
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
の
５
カ
年
計
画
に
も

２０

２４

と
づ
き
、
計
画
的
に
設
置
者
に
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
防
災

　

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
防
災
意
識
の
高
揚
に
向

け
、
地
域
に
お
け
る
避
難
訓
練
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
災
害
時
に
備
え
た
、
主
要
河
川
で
あ
る

空
知
川
、
富
良
野
川
、
ヌ
ッ
カ
ク
シ
富
良
野
川
、
べ
べ

ル
イ
川
及
び
西
達
布
川
の
浸
水
想
定
区
域
の
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
配
布
し
、
市
民
の
災
害
意
識
の

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
の
要
援
護
者
へ
の
支
援
を
適
切
か

つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
、
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
計

画
の
策
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

治
水
対
策

　

国
の
直
轄
事
業
と
し
て
五
区
１
号
沢
川
の
改
修
工
事

と
五
区
地
区
河
岸
保
護
外
工
事
と
し
て
市
道
清
水
山
線

に
面
す
る
法
面
の
落
石
防
止
工
事
を
継
続
事
業
と
し
て

実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
事
業
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
学
田
三
区
に
災
害
対
策
の
拠
点
と
し

て
水
防
拠
点
施
設
の
整
備
を
実
施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
が
行
う
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
布
部
川

及
び
ポ
ン
布
部
川
の
砂
防
工
事
と
富
良
野
川
改
修
の
関

連
工
事
と
し
て
ベ
ベ
ル
イ
川
及
び
東
８
線
川
の
改
修
工

事
を
継
続
事
業
と
し
て
実
施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

治
山
対
策

　

北
海
道
が
行
う
下
富
良
野
地
区
予
防
治
山
事
業
に
よ

り
、
市
道
清
水
山
線
に
隣
接
す
る
民
有
林
の
防
災
工
事

を
実
施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

　
「
第
８
次
富
良
野
市
交
通
安
全
計
画
」
に
よ
り
４
期　
４０

日
の
交
通
安
全
運
動
を
重
点
と
し
て
、
関
係
機
関
・
団

●
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

地
域
間
交
流

　

友
好
都
市
兵
庫
県
西
脇
市
と
の
交
流
を
引
き
続
き
深

め
る
と
と
も
に
、
全
国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
に
参
加
し

て
ま
い
り
ま
す
。

昨年９月、市街地区を対象に行われた防災訓練

消費生活センターによる消費者被害の未然防止
に向けての啓発活動
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体
と
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
に
向
け
た
啓
発
活
動
の
推
進
、

並
び
に
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、
交
通
安
全
施
設
の
点

検
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
費
生
活
対
策

　

巧
妙
化
か
つ
悪
質
化
す
る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止

に
向
け
て
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
啓
発
活

動
と
相
談
業
務
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
対
策

　
「
富
良
野
市
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く

り
条
例
」
を
基
本
に
、
関
係
機
関
・
団
体
・
地
域
と
一

体
的
な
連
携
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
な
環
境
づ
く
り
に

向
け
て
防
犯
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
で
あ
り
た
い
と
の
思
い
は
、
市
民
共
通
の
願
い
で

あ
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
世
代
の
人
々
が
、
と
も
に
助
け
合
い
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
保
健
・
医
療
・

福
祉
・
介
護
の
連
携
を
密
に
し
、
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
の
保
持
増
進

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
し
て
、
平
成　

年
度
か
ら
進

２０

め
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
推
進
を
図
り
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、

平
成　

年
度
の
特
定
健
康
診
査
受
診
率
の
目
標
は　

％

２１

４０

と
な
っ
て
お
り
、
目
標
達
成
の
た
め
に　

歳
か
ら　

歳

４０

６０

代
の
若
年
者
の
受
診
拡
大
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
で

既
に
治
療
中
の
方
の
医
療
情
報
を
医
療
機
関
か
ら
市
に

提
供
し
て
も
ら
い
、
受
診
率
に
反
映
す
る
新
た
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
５
回
か
ら　

回
に
拡
大
し
、
負
担
の
軽
減
を

１４

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
の
充
実

　

富
良
野
圏
域
の
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
、
圏
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
医
療
体
制
の
確
保
を
図
り
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
を
密
に
し
て
、
地

域
医
療
の
総
合
的
な
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
地
域

セ
ン
タ
ー
病
院
・
富
良
野
医
師
会
と
と
も
に
、
医
師
及

び
看
護
師
等
の
確
保
、
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
次
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
軽
症
患

者
の
安
易
な
受
診
、
二
次
医
療
機
関
へ
の
集
中
、
医
師

不
足
と
過
酷
な
勤
務
環
境
な
ど
深
刻
な
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成　

年
４
月
よ
り
、
提
供
場
所
を
地
域
セ

２１

ン
タ
ー
病
院
に
一
元
化
し
、
圏
域
の
開
業
医
等
が
出
向

い
て
行
う
新
た
な
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
医
療
給
付

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
定
健
康

診
査
や
医
療
費
分
析
の
結
果
を
通
し
て
、
糖
尿
病
と
そ

の
予
備
群
が
確
実
に
増
え
て
い
る
実
態
が
見
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
計
画
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー「
ふ
ら
っ

と
」
を
活
用
し
健
康
づ
く
り
を
進
め
、
医
療
費
の
抑
制

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
給
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
重
度
心
身
障

が
い
者
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
乳
幼
児
医
療

に
つ
い
て
、
医
療
費
の
助
成
を
通
じ
て
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
制
度
施
行
２
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
制
度

内
容
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、
保
険
料
の
徴
収
、
各
種

申
請
・
届
出
の
受
付
、
被
保
険
者
証
の
交
付
な
ど
の
業

務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
福
祉

　

福
祉
活
動
へ
の
幅
広
い
市
民
参
加
を
推
進
し
、
住
民

相
互
が
支
え
助
け
合
い
、
み
ん
な
で
参
加
す
る
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
す
べ
て
の
市
民

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
実
施
す
る
歳
末
助
け
合
い
配
分
世
帯
を
対
象
に
、
冬

期
生
活
支
援
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加
と
し
て
の
生
き
が
い

●
ふ
れ
あ
い
の
心
が
つ
く
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

市政執行方針
と予算の概要

「麻町ふれあいサロン」で行われた健康体操
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就
労
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
培
っ
て
き
た

知
識
・
経
験
を
活
か
し
た
自
己
実
現
を
図
ら
れ
る
機
会

の
提
供
、
学
習
や
趣
味
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
、
生
き

が
い
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
健
康

で
い
き
い
き
と
生
活
し
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
そ

の
人
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
自
分
ら
し
く
心

豊
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
各
種
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
介
護
予
防
施
策
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
様
々
な
社
会
資
源

と
連
携
し
な
が
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
認
知
症

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
地
域
ケ
ア
体
制
の
構
築
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。　

介
護
保
険
事
業

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

２１

２３

す
る
「
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、
第
３
期
計
画
期
間
の
現
状
と
課
題
を

分
析
・
評
価
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
地
域
ケ
ア
整
備

構
想
を
踏
ま
え
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

及
び
そ
の
確
保
方
策
、
介
護
基
盤
整
備
の
目
標
、
介
護

保
険
料
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
か

１８

ら
３
カ
年
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
激
変
緩
和
措
置
が

終
了
す
る
た
め
、
こ
れ
に
代
わ
る
措
置
と
し
て
、
現
行

の
６
段
階
か
ら
８
段
階
方
式
に
見
直
し
を
行
い
、
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

計
画
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
健
全
な
保
険
財

政
を
維
持
し
、
円
滑
な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
い

き
い
き　

安
心　

支
え
あ
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
一
人

ひ
と
り
の
高
齢
者
が
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
の
心
に

包
ま
れ
、
個
人
の
尊
厳
を
保
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

そ
の
人
ら
し
く
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉

　

急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
へ
の
対
策
と
し
て
、「
前
期

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
」
に
沿
っ
て
保
育

サ
ー
ビ
ス
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
幼
児
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
に
言
語
聴
覚
士
を

配
置
し
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
療
育
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
の
た

め
の
要
保
護
児
童
対
策
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、「
後
期

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
」
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

障
が
い
者
（
児
）
福
祉

　

自
立
支
援
給
付
、
自
立
支
援
医
療
、
補
装
具
費
、
地

域
生
活
支
援
事
業
な
ど
必
要
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
（
児
）
の
よ
り
自

立
し
た
地
域
生
活
や
社
会
参
加
に
向
け
て
、
就
労
支
援

の
充
実
や
地
域
移
行
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
雄
大
な
自
然
環
境
と
豊
富
な
資

源
を
活
か
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
創
造
性
豊
か
な
産
業
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農　

業

　

平
成　

年
度
に
制
定
し
た
「
富
良
野
市
農
業
及
び
農

２０

村
基
本
条
例
」
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
農
業
者

の
主
体
性
と
創
意
工
夫
へ
の
支
援
、
成
長
を
支
え
る
人

材
の
育
成
、
消
費
者
の
信
頼
獲
得
、
環
境
保
全
へ
の
配

慮
を
基
本
的
方
針
と
し
た
「
富
良
野
市
農
業
及
び
農
村

基
本
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
農
村
実
態
調
査
、
農
業
労

働
力
確
保
対
策
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
の
育
成
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
ら
の
地

域
担
い
手
総
合
支
援
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
経
営

者
能
力
の
高
度
化
を
進
め
る
た
め
体
系
的
な
研
修
体
制

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
最
終
年
度
と
し
て
、
引
き
続
き
遊
休
農
地
発
生
防

●
創
造
性
豊
か
な
産
業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

４月から富良野協会病院に一元化される
夜間・休日の救急診療窓口
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止
や
生
産
性
向
上
な
ど
地
域
農
業
の
維
持
向
上
に
向
け

て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
６
地
区
の
環
境
保
全
会
に
お
い
て
、
環
境
の

質
的
向
上
に
よ
る
持
続
可
能
な
農
村
づ
く
り
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
農
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
工

程
を
管
理
す
る
適
正
農
業
規
範
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
に
取
り
組

む
農
業
者
、
団
体
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
北
海
道

大
学
と
連
携
し
な
が
ら
、
山
部
産
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の

管
理
棟
を
北
海
道
大
学
富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
活

用
し
、「
食
の
安
全
・
安
心
マ
イ
ス
タ
ー
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
、
市
内
で
安
全
確
保
に
取
り
組

む
生
産
者
・
団
体
の
活
動
を
消
費
者
に
情
報
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
事
業
、
防
衛
施
設
周
辺
農
業

用
施
設
設
置
事
業
及
び
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事

業
に
よ
り
、
生
産
施
設
・
農
業
機
械
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ハ
ン
タ
ー
の
育

成
と
個
体
数
の
適
正
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
基
盤
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
営
土
地
改
良
事
業

の
山
部
御
料
地
区
を
新
規
地
区
と
し
て
取
り
組
み
、
継

続
５
地
区
と
併
せ
て
生
産
性
の
高
い
土
地
基
盤
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
的
農
業
・
農
村
づ
く
り
促

進
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
、
引
き
続
き
農
業
者
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

旧
樹
海
東
小
学
校
跡
を
活
用
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア

カ
デ
ミ
ー
（
農
業
学
校
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
市
・
地
域
・
事
業
者
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

再
生
計
画
「
ふ
ら
の
食
農
体
験
構
想
」
に
も
と
づ
く
地

域
の
活
性
化
と
地
域
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

林
産
業

　

引
き
続
き
民
有
林
育
成
推
進
事
業
を
実
施
し
、
森
林

整
備
を
進
め
、
森
林
資
源
の
質
的
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
参
加
に
よ
る
開
庁
１
０
０
年
記
念
植
樹

を
ベ
ベ
ル
イ
地
区
に
お
い
て
継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。　

商
工
業
の
振
興

　

地
元
中
小
企
業
の
受
注
向
上
に
向
け
た
事
業
推
進
に

よ
り
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
雇
用

の
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
消
費
の
拡
大
と
市
街
地
へ
の
流
入
人
口

の
増
加
に
向
け
、
引
き
続
き
市
街
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
と
、
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」
の

利
用
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
経
営
支
援
の
た
め
、
金
融
・

融
資
制
度
の
利
用
拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興

　

季
節
偏
差
の
少
な
い
通
年
型
観
光
や
体
験
な
ど
を
通

し
た
滞
在
型
観
光
の
推
進
に
向
け
「
富
良
野
市
観
光
振

興
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
自
然
環
境
や
エ
コ
資
源
を
活

用
し
た
環
境
教
育
、
食
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

施
策
を
関
係
団
体
や
市
民
と
と
も
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
拡
大
に
向
け
、
安
心

し
て
一
人
歩
き
で
き
る
情
報
や
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
受
入
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
新
た
な
市
場
開
拓
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富
良
野
・
美
瑛
広
域

観
光
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形

成
と
中
長
期
滞
在
型
観
光
を
推
進
す
る
「
地
域
観
光
圏

整
備
促
進
事
業
」
を
活
用
し
、
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

や
交
流
事
業
、
民
間
事
業
者
の
事
業
と
の
連
携
を
図
り
、

満
足
度
の
高
い
魅
力
あ
る
滞
在
型
観
光
地
域
を
形
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市政執行方針
と予算の概要
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ま
た
、
公
園
整
備
と
し
て
、
鳥
沼
公
園 
四
阿 
の
改
修

あ
づ
ま
や

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
環
境
教
育
や
食
な
ど
の
観
光

資
源
の
活
用
に
よ
る
交
流
を
通
し
た
山
部
地
域
の
活
性

化
の
一
環
と
し
て
、
山
部
自
然
公
園
太
陽
の
里
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
増
設
を
平
成　

年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

２２

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

雇
用
対
策

　

富
良
野
広
域
圏
経
済
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
、
地

域
雇
用
創
造
推
進
事
業
及
び
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業

に
よ
り
観
光
関
連
の
人
材
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
及
び
緊
急

雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金
を
活
用
し
、
緊
急
的

雇
用
の
創
出
に
向
け
た
短
期
の
雇
用
・
就
業
機
会
の
拡

大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
即
戦
力
と
な
る
人
材

育
成
や
資
格
取
得
を
促
進
し
、
就
職
支
援
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
富
良
野
広
域
圏
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
を

中
心
に
、
季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
に
向
け
た
取
り
組

み
を
、
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

ワ
イ
ン
事
業

　

近
年
、
経
済
・
社
会
の
変
化
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、

厳
し
い
消
費
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
特
産
品
と

し
て
、
市
民
と
の
繋
が
り
を
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、

消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
製
品

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

原
料
ぶ
ど
う
の
栽
培
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
来
の
安

定
生
産
に
向
け
た
更
新
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
栽
培

農
家
・
指
導
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
栽
培
技
術
の
向
上

を
図
り
、
さ
ら
な
る
良
質
な
ぶ
ど
う
の
生
産
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

公
設
地
方
卸
売
市
場

　

市
民
生
活
に
不
可
欠
な
生
鮮
食
料
品
を
、
安
定
的
に

安
全
・
安
心
な
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
産
地
消
や
魚
食

普
及
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
産
地
市
場
と
し
て
の

機
能
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の
効
率
化
を
推
進

し
市
場
会
計
の
健
全
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
自
然
を
生
か
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

　
多
様
化
す
る
価
値
観
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
中
で
、
自
然
や

景
観
に
配
慮
し
た
都
市
機
能
を
充
実
さ
せ
、
潤
い
や
や
す

ら
ぎ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

土
地
利
用

　

恵
ま
れ
た
自
然
景
観
と
の
調
和
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
市

街
地
形
成
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
富
良

野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

道
路
整
備

　

国
道
・
道
道
・
市
道
相
互
の
連
携
を
図
り
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
優
し
い
道
づ
く
り
、
景
観
に
配
慮
し

た
道
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
区
山
部
線
の
舗
装

改
修
の
計
画
的
な
実
施
と
、
地
域
高
規
格
道
路
富
良
野

道
路
関
連
で
北
の
峰
五
区
線
の
道
路
改
良
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
落
石
の
た
め
平
成　

年
３
月
よ
り
通
行
止
め

２０

と
し
て
い
る
清
水
山
線
の
災
害
防
除
工
事
を
実
施
し
、

通
行
止
め
を
解
除
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
の
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
性
・
快

適
性
の
向
上
の
た
め
簡
易
舗
装
、
側
溝
改
良
な
ど
を
計

画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
橋
梁
の
計
画
的
な
維
持
補
修
に
向
け
、
平

成　

年
度
よ
り
「
市
道
橋
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
の
策

２１
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
直
轄
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
の
た
め
平
成　

年
度
に
引
き
続
き
国
道　

号
と
国
道

２０

３８

２
３
７
号
と
の
東
山
交
差
点
改
良
工
事
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
国
道
２
３
７
号
と
道
道
奈
江
富
良
野
線
と
の

交
差
点
改
良
工
事
を
実
施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
予

定
区
域
の
用
地
買
収
を
進
め
、「（
仮
称
）
北
の
峰
ト
ン

ネ
ル
」
工
事
の
着
工
、
新
学
田
跨
線
橋
工
事
、
学
田
三

区
改
良
工
事
、
下
五
区
改
良
外
一
連
工
事
を
実
施
の
予

山梨で行われた国産ワインコンクールで銅賞を受賞したふらのワイン
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定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
富
良
野
北
道
路
」の
整
備
区
間
指
定
に
向
け
、

関
係
団
体
と
連
携
し
要
請
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

北
海
道
が
行
う
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
山
富
良

野
停
車
場
線
、
麓
郷
山
部
停
車
場
線
、
奈
江
富
良
野
線

の
改
良
等
事
業
を
継
続
実
施
の
予
定
で
あ
り
、
奈
江
富

良
野
線
で
は
、
北
斗
町
Ｊ
Ｒ
踏
切
拡
幅
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関

　

高
齢
者
や
学
生
な
ど
日
常
生
活
上
不
可
欠
で
あ
る
バ

ス
路
線
の
維
持
対
策
と
し
て
、
事
業
者
に
対
す
る
路
線

維
持
費
の
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
東
山
地
区
に
お
け

る
路
線
バ
ス
の
合
理
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
地
域
住
民
・
関
係
機
関
と
の
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
（
鉄
道
・
バ
ス
）
の
利
用
促

進
に
向
け
た
広
報
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
・
通
信

　

テ
レ
ビ
難
視
聴
区
域
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
麓
郷

中
継
局
、
東
山
中
継
局
の
維
持
管
理
を
引
き
続
き
行
う

と
と
も
に
、
地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
施

設
整
備
に
向
け
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

情
報
通
信
網
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に
お

け
る
A
D
S
L
回
線
、
光
回
線
の
誘
致
・
導
入
活
動
を

支
援
し
、
高
速
通
信
網
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業

　

安
全
で
安
心
な
飲
料
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
引

き
続
き
上
五
区
地
区
の
第
４
次
拡
張
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
防
止
を
図
る
た
め
配

水
管
の
更
新
、
機
器
類
の
修
繕
及
び
更
新
を
継
続
し
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　

学
田
地
区
、
山
部
地
区
、
東
山
地
区
の
老
朽
化
し
た

機
器
類
の
更
新
及
び
修
繕
を
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
道
道
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
及
び
簡
易
水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
向
け
料
金
改
定
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
快
適
な
生
活

環
境
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
適
正
な
水
処
理
を
図

り
環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
管
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
学
田
三

区
地
区
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
花
園
地
区
の
測
量
調

査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
富
良
野
水
処
理

セ
ン
タ
ー
施
設
の
機
器
類
の
修
繕
及
び
更
新
を
計
画
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

山
部
水
処
理
セ
ン
タ
ー
施
設
の
機
器
類
の
修
繕
及
び
更

新
を
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
益
者
負

担
の
適
正
化
に
向
け
料
金
改
定
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

公
園
・
緑
地
の
整
備

　

公
園
施
設
及
び
遊
具
等
の
保
守
点
検
及
び
更
新
等
を

行
な
い
、
安
全
で
快
適
な
空
間
の
創
出
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公
園
の
維
持
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
充
実
を
図
る
た
め
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

居
住
環
境
整
備

　

市
民
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、「
富
良
野
市
耐
震
改

修
促
進
計
画
」
に
も
と
づ
き
建
築
物
の
耐
震
性
向
上
を

市政執行方針
と予算の概要

建設中の地域高規格道路(富良野道路水車川橋)

地域コミュニティ活動の支援を目的に整備された北斗町公園
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国
の
経
済
は
、昨
年
、米
国
で
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
問
題
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
経
済
危
機
の
中
、
急

激
に
景
気
の
後
退
局
面
を
迎
え
、
こ
の
状
況
が
今
後
、

長
期
化
、
深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
地
方
財
政
に
お
い
て
は
、

地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入

が
急
激
に
落
ち
込
む
一
方
で
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の

自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
財
源
不
足
が
大
幅
に
拡
大
す
る
も
の
と
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
地
方
財
政
対
策
、
並
び
に
地
方
財
政
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
、
予
算
の
概
要
の
中
で
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
国
は
、「
基
本
方
針
２
０
０
６
」
に
沿
っ

て
歳
出
改
革
を
継
続
す
る
一
方
、
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
地
方
の
要
望
に
一
定
程
度
配
慮
し
て

「
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
を
踏
ま
え
た
雇
用
創

出
の
た
め
の
「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」
を
創
設
し
、

地
方
交
付
税
及
び
一
般
財
源
の
総
額
の
確
保
が
行
わ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
方
歳
出
の
抑
制
が
進
め
ら
れ
る
中
、
景

気
後
退
に
伴
う
法
人
関
係
税
の
大
幅
な
落
込
み
と
と
も

に
、
そ
の
他
税
収
に
つ
い
て
も
、
大
幅
な
伸
び
が
期
待

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
小
規
模
自
治
体
の
財
政
運
営
は
、

引
き
続
き
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
国
の
地
方
財
政
対

策
等
を
踏
ま
え
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、
人
件

費
の
縮
減
を
は
じ
め
積
極
的
な
行
財
政
改
革
の
下
、「
富

良
野
市
財
政
健
全
化
計
画
」
の
２
年
目
と
し
て
歳
出
の

抑
制
と
重
点
化
に
努
め
、「
富
良
野
市
総
合
計
画
」
の
９

年
目
と
し
て
保
健
・
医
療
・
福
祉
や
義
務
教
育
、
地
域

経
済
の
活
性
化
、
さ
ら
に
雇
用
の
確
保
等
に
も
配
慮
し

な
が
ら
、
財
政
調
整
基
金
等
の
活
用
に
よ
り
予
算
編
成

を
行
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
規
模
は
、

２１

一
般
会
計　

１
０
６
億
８
２
０
０
万
円

特
別
会
計　
　
　
　

億
１
４
４
０
万
円

６０

企
業
会
計　
　
　
　

億
４
２
２
０
万
円

１３

合　
　

計　

１
８
０
億
３
８
６
０
万
円
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
額

と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
１
・
９
％
の
減
で
あ
り
ま
す
。

●
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
　
　
　
　

図
る
た
め
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
係
る
情
報
提
供

等
に
努
め
、
改
修
費
用
の
助
成
制
度
を
創
設
し
て
ま
い

り
ま
す
。

公
営
住
宅

　

北
麻
町
団
地
の
屋
根
張
替
え
、
東
麻
町
団
地
他
３
団

地
の
屋
根
・
外
壁
塗
装
、
及
び
東
麻
町
団
地
他
２
団
地

の
住
宅
用
火
災
警
報
機
器
の
設
置
を
実
施
し
、
居
住
環

境
及
び
安
全
性
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

冬
の
暮
ら
し

　

冬
期
間
の
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を
図
る

た
め
、
市
民
の
協
力
の
下
、
除
排
雪
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
消
融
雪
施
設
の
普
及
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

中
心
市
街
地

　

駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成　

年
３
月
に
都
市
計
画
事
業
決
定
以
来
、
関
連
工

１４

事
の
す
べ
て
が
平
成　

年
度
に
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

２０

こ
れ
に
伴
い
平
成　

年
度
は
換
地
清
算
業
務
を
実
施
し

２１

て
ま
い
り
ま
す
。

整備された駅前広場
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今
日
、
少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
、
国
際
化
、
科

学
技
術
が
進
展
す
る
中
で
、
交
通
・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
が
一
段
と
加
速
し
て
お
り
、
地
球
環
境
問
題
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
も
一
層
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
の
進
展
と
と
も
に
、
教
育
制
度
改
革

に
よ
り
、
教
育
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
も
大
き
く
変
貌
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
社
会
が
急
速
な
変
化
を

遂
げ
る
中
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
達
の
学
習
意
欲
、
規
範

意
識
、
道
徳
心
そ
し
て
体
力
の
向
上
な
ど
喫
緊
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
は
人
格
の
完
成
を
目
指
し
、
個
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
個
人
の
能
力
を
伸
長
し
、
自
立
し
た
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
で
あ
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成
、
学
力
の
基
礎
・
基

本
の
確
実
な
定
着
と
応
用
力
・
活
用
力
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
他
人
を
思
い
や
る
心
、
感
動
す
る
心
、
命

を
大
切
に
す
る
心
、
感
謝
の
心
、
正
義
感
や
公
正
を
重

ん
ず
る
心
、
さ
ら
に
は
自
己
実
現
を
め
ざ
し
た
生
き
る

力
の
育
成
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
教
育
の
原
点
で
あ
る
「
知
・
徳
・

体
」
育
の
基
礎
と
な
る
食
育
の
推
進
と
調
和
の
と
れ
た

児
童
生
徒
の
着
実
な
育
成
を
基
本
に
据
え
、
そ
れ
を
支

え
る
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
、
相
互
に
連
携
と
協
力
し
な
が
ら
、「
す
べ
て
は

子
ど
も
達
の
た
め
に
」
を
合
言
葉
に
学
校
と
地
域
と
の

連
携
協
力
体
制
を
構
築
し
、
地
域
全
体
で
学
校
を
支
え

子
ど
も
達
を
健
や
か
に
育
む
こ
と
を
め
ざ
す
「
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
」
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
に
よ
る
積
極
的
な
学
校
支
援
の
取
り
組

み
を
進
め
、
子
ど
も
達
の
無
限
の
可
能
性
を
伸
ば
す
学

校
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
身
と
も
に
健
康
で
生

き
甲
斐
の
あ
る
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
そ

の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
あ
ら
ゆ
る
場

所
に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
を
適

切
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
涯
学
習
社
会
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、

活
力
と
潤
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
基

盤
と
な
り
ま
す
社
会
教
育
、
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
図
書
館
・
博
物
館
・
公
民
館
等
の
教
育

活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
社
会
教
育
を
担
う
人
材
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教育行政執行方針
教育行政執行方針を述べる宇佐見正光教育長

●
基
本
的
な
考
え
方
　
　
　
　

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富
良
野
市
学
校
教
育

中
期
計
画
に
も
と
づ
き
、「
自
立
と
共
生
の
未
来
を
拓
く

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
を
育
む
」
こ
と
を
基
本
理
念

に
掲
げ
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
「
読
み
・
書
き
・
計

算
」
の
核
と
な
る
学
力
の
基
礎
・
基
本
を
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
さ
せ
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
個
性
を
伸

ば
す
教
育
課
題
の
充
実
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
通
し
、
学
習
習
慣
の
定
着
、
思
考
力
・
判
断

力
な
ど
を
高
め
る
指
導
の
充
実
を
図
る
な
ど
確
か
な
学

力
と
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
か
ら
、

学
校
の
配
置
や
規
模
の
適
正
化
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て

お
り
、
集
団
活
動
を
通
し
て
社
会
性
、
協
調
性
、
自
立

性
な
ど
を
培
う
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
の
「
富
良
野

市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
に
関
す
る
指

針
」
に
も
と
づ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
学
校
教
育
に
つ
い
て
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学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
う
移
行
期
の
取
り
組
み

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
作
成
し
た
『
移
行
の
手
引
書
』
に
も
と

づ
き
、
小
学
校
の
「
外
国
語
活
動
」、
小
中
学
校
の
「
算

数
」「
数
学
」「
理
科
」「
道
徳
」
な
ど
、
本
年
度
よ
り
先

行
実
施
さ
れ
る
教
科
等
を
段
階
的
に
進
め
な
が
ら
、
本

格
実
施
に
向
け
て
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

外
国
語
活
動

　

新
た
に
導
入
さ
れ
る
小
学
校
の
「
外
国
語
活
動
」
に

は
、
外
国
語
指
導
助
手
を
増
員
し
、
外
国
語
教
育
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
力
の
向
上

　
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
を
詳
細
に
把

握
・
分
析
し
た
上
で
、
学
校
改
善
プ
ラ
ン
を
策
定
し
学

習
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
や
学
習
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
、
基
礎
基
本
の
徹
底
と
学
習
意
欲
を
高
め
る
教
育
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

体
力
の
向
上

　
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」
を
実

施
し
、
児
童
生
徒
の
体
力
や
生
活
習
慣
、
食
習
慣
、
運

動
習
慣
等
の
状
況
を
把
握
し
、
学
校
に
お
け
る
体
育
・

健
康
に
関
す
る
指
導
な
ど
の
改
善
に
役
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

幼
児
教
育

　

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
い
義
務
教
育
に
つ
な
げ
る
重

要
な
時
期
で
あ
り
、
保
育
所
・
幼
稚
園
と
小
学
校
と
の

連
携
を
図
り
、
児
童
の
心
の
問
題
や
生
活
習
慣
な
ど
に

つ
い
て
一
貫
し
た
教
育
の
実
践
に
努
め
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
や
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
私

立
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
、
預
か
り
保
育
奨
励
補
助
、

障
が
い
児
保
育
補
助
に
よ
り
、
就
園
機
会
の
拡
充
と
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

心
の
教
育

　

基
本
的
な
判
断
や
行
動
、
規
範
意
識
、
倫
理
観
、
他

人
を
思
い
や
る
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
道
徳
教

育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
と
親

の
相
談
員
や
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
教

育
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
充
実
を
図
り
、
心
の
問

題
を
ケ
ア
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
適
応
指
導
教
室
の

開
設
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
児

童
生
徒
や
保
護
者
を
支
援
し
問
題
解
決
を
図
る
事
業
で

あ
り
ま
す
「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事

業
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

富
良
野
市
少
年
育
成
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
少

年
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し
て
、
学
校
、
P
T
A
、

関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
し
て
情
報
を
共
有
し
、
適
切

な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
の
生
活
指
導

　

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
問
題
行
動
や
児
童
虐
待
な

ど
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
、
特

に
い
じ
め
は
児
童
生
徒
の
心
と
体
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
教
育
の
根
幹
に
か
か
わ
る
重

大
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
根
絶
に
向
け
て
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

危
機
管
理

　

学
校
内
外
で
の
安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
や

子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
団
体
・
組
織
等
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
防
止
、
登
下
校

時
の
通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
危
機

管
理
体
制
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に
向

け
て
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
し
て

校
内
委
員
会
で
適
切
な
指
導
・
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配

置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
の
児
童
生
徒
を

指導助手を増員して行われる外国語活動

森づくりについて学ぶ山部保育所の子どもたち
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教
育
サ
ポ
ー
ト
す
る
特
別
支
援
員
を
新
た
に
布
部
小
中

学
校
に
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
支
援
連
携
協
議
会
を
中
核
と
し
て
、

学
校
と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
就
学
指
導
や
就
学
相
談
等
の
相

談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
特
別
支
援
教
室　

学
級
を
設
置
す
る
と
と

３６

も
に
、
扇
山
小
学
校
の
「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　

郷
土
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
産
業
、
演
劇
な
ど
に

関
す
る
身
近
な
素
材
や
人
材
を
活
用
し
、
体
験
学
習
や

課
題
解
決
的
な
学
習
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
特
色
や
校
風
、
伝
統
を
生
か
し
た
学
習
と
本
市
の
豊

か
な
自
然
と
先
進
的
な
環
境
施
策
な
ど
を
取
り
入
れ
た

環
境
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
環
境
学
習
フ
ェ

ア
ー
・
北
海
道
大
会
」
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業

観
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
富
良
野
市

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
会
議
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
学
校

と
受
入
事
業
所
等
と
の
連
携
を
深
め
、
発
達
に
応
じ
た

勤
労
体
験
学
習
や
職
業
体
験
学
習
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

食
育
教
育

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
食
育
指
針
」
に
も
と
づ
き
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
食
育
を
実
践
す
る
と
と

も
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
連
携
し
た
「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
教
育

　

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
活
用
能
力
を
育
成
す

る
と
と
も
に
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
等
を
使
っ
た

電
子
掲
示
板
等
へ
の
誹
謗
・
中
傷
の
書
き
込
み
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
し
て
お
り
、

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
、
危
機
管
理
等
に
関
す
る
指
導
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
機
器
と
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
小
学
校
、
鳥
沼
小
学
校
の
教
育
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
―
の

更
新
や
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
図
り
、
情
報
教
育
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
図
書

　

計
画
的
に
図
書
資
料
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
立

図
書
館
と
の
連
携
に
よ
る
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
事
業
や
団

体
貸
出
を
活
用
し
た
「
朝
の
一
斉
読
書
」、
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
「
読
み
聞
か
せ
会
」
な
ど
、

児
童
生
徒
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
理
解
教
育

　

英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
日
常
会
話
や
外
国
の
文
化
、

生
活
、
習
慣
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
、
外
国
語
指
導
助
手

３
名
を
小
中
学
校
に
派
遣
し
、
英
語
力
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

高
等
学
校
教
育

　

中
・
高
の
相
互
連
携
に
よ
る
教
育
振
興
と
魅
力
あ
る

高
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
富
良
野
市
中
高
学
校
経
営

連
絡
協
議
会
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
就

学
資
金
の
活
用
や
高
等
学
校
バ
ス
通
学
費
補
助
を
実
施

し
、
教
育
機
会
の
拡
充
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　

学
校
施
設
の
整
備

　

平
成　

年
度
に
実
施
し
た
「
耐
震
化
優
先
度
調
査
」

１９

の
結
果
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
「
富
良
野
市
立
小
中
学

校
施
設
耐
震
化
推
進
計
画
」
に
も
と
づ
い
て
耐
震
一
次

診
断
を
行
い
、
安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●
社
会
教
育
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
多
様
化
、
高

度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
生
涯
各

期
に
わ
た
っ
て
自
主
的
な
学
習
活
動
が
展
開
で
き
る
よ

う
、
第
５
次
社
会
教
育
中
期
計
画
に
も
と
づ
き
、「
い
つ

で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
で
も
」
が
学
習
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習

社
会
を
め
ざ
し
て
、
学
習
機
会
の
提
供
や
学
習
支
援
、

団
体
育
成
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

家
庭
教
育

　

教
育
の
原
点
で
あ
り
ま
す
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る

た
め
に
、
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
や
絆
を
深
め
る
事
業
な

ど
を
引
き
続
き
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
乳
幼

児
期
か
ら
の
家
庭
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
家
庭
教

育
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育

市政執行方針
と予算の概要

昨年から取り組みを始めたブックフェスティバル
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に
関
す
る
手
引
書
を
作
成
、
配
布
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
教
育
の
一
環
と
し
て
、
携
帯
電
話
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
子
ど
も
達

を
守
る
た
め
に
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
危
機
管

理
の
徹
底
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青
少
年
教
育

　

青
少
年
団
体
の
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
民

館
事
業
や
学
社
融
合
事
業
を
通
し
て
、
様
々
な
体
験
学

習
活
動
や
世
代
間
の
交
流
活
動
を
推
進
し
、
豊
か
な
人

間
性
や
た
く
ま
し
く
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
育
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
達
の
安
全
・
安
心
な
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
引
き
続

き
山
部
地
区
で
開
設
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
教
育
力

を
活
性
化
し
地
域
全
体
で
学
校
教
育
を
支
援
す
る
体
制

づ
く
り
を
整
備
す
る
た
め
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」

を
推
進
し
、
心
豊
か
で
健
や
か
に
育
む
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
青
少
年
の
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
中
で
体
験
し

た
こ
と
や
子
ど
も
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

意
見
な
ど
を
発
表
し
、
思
考
力
、
応
用
力
を
養
う
事
業

と
し
て
「
少
年
の
主
張
大
会
」
や
「
子
ど
も
未
来
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
引
き
続
き
開
催
し
、
次
代
を
担
う

青
少
年
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
非
行
等

の
未
然
防
止
に
つ
い
て
も
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
や
生

徒
指
導
連
絡
協
議
会
等
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

成
人
教
育

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充
実
を
は

じ
め
、
市
民
の
学
習
活
動
に
対
す
る
支
援
や
社
会
教
育

関
係
団
体
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
教
育

　

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を
支
援
す

る
た
め
の
学
習
の
場
と
し
て
、「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
を
継

続
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
学
習

内
容
の
充
実
や
富
良
野
校
・
山
部
校
・
東
山
校
の
合
同

学
習
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
を

生
か
し
た
地
域
活
動
へ
の
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

世
代
間
交
流
な
ど
の
社
会
参
加
活
動
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興　

　

郷
土
に
根
ざ
し
た
個
性
と
魅
力
あ
る
市
民
文
化
の
創

造
を
め
ざ
し
、
市
民
総
合
文
化
祭
な
ど
を
通
し
て
交
流

や
発
表
の
場
の
提
供
、
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
へ
の
参

加
促
進
な
ど
、
自
主
的
な
文
化
活
動
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
演
劇
文
化
の
向
上
・
発
展
に
向
け
て
、
富
良

野
演
劇
工
場
を
核
と
し
て
、
指
定
管
理
者
と
も
連
携
を

図
り
、「
富
良
野
演
劇
祭
」
や
「
舞
台
塾
ふ
ら
の
・
そ
ら

ち
事
業
」
な
ど
の
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
財
の
保
護

　

郷
土
の
歴
史
と
文
化
の
発
展
の
礎
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
保
護
、
啓
蒙
・
普
及
活

動
を
推
進
し
、
市
指
定
文
化
財
の
富
良
野
獅
子
舞
を
は

じ
め
山
部
獅
子
舞
、
富
良
野
弥
栄
太
鼓
な
ど
の
郷
土
芸

能
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路
富
良
野
道
路
の
工
事
に
伴

い
実
施
さ
れ
る
学
田
三
区
の
遺
跡
発
掘
調
査
事
業
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
東
大
演
習
林
内
の
遺
跡
の
分
布
調

査
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

体
験
交
流
を
基
調
に
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
と
養
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
の
里
・
ふ
れ
あ
い
の
森
や
東
大
演
習
林

神
社
山
の
自
然
観
察
コ
ー
ス
な
ど
を
活
用
し
た
自
然
体

験
学
習
や
観
察
会
、
博
物
館
の
講
座
・
講
演
会
、
学
校

へ
の
学
習
指
導
・
協
力
な
ど
を
通
し
て
、
自
然
や
環
境

へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

スポーツセンターで行われた中体連（陸上）

昨年整備された東大演習林神社山で行われた富良野の
自然に親しむ集い「早春の森を歩こう」
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●
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
心
身
と
も
に

健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
生
涯
に
わ

た
り
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
の
体
育
協
会
や
地
域
体
育
振

興
会
と
連
携
し
て
、
第
５
次
社
会
体
育
中
期
計
画
に
も

と
づ
き
、「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
で
も
」
が
身

近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
普
及

　

年
間
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
な
が
ら
健
康
と

体
力
づ
く
り
を
図
る
た
め
に
、
気
軽
に
取
り
組
め
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
推
進
と
、
冬
季

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
及
び
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
ふ

ら
っ
と
」
の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成

　

競
技
力
の
向
上
及
び
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
促
進
を

図
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
の
体
育
協
会
や
麓
郷
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
体
育
指
導
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
協
力

を
得
て
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
中
心
街
活
性
化
セ
ン

タ
ー
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
進
し
、
併
せ
て
、

学
校
開
放
事
業
の
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
人
材
育
成

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
の
体
育
協
会
を
中
心
と
し
て
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
の
向
上
を
目
指
し
、
指
導
者
養
成

や
選
手
強
化
に
努
め
る
と
も
に
、
第　

回
全
国
高
等
学

５９

校
ス
キ
ー
大
会
や
６
年
目
に
な
り
ま
す
第　

回
全
国
高

２２

等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
を
は
じ
め
、
全
日
本
学
童
軟

式
野
球
北
・
北
海
道
大
会
、
天
皇
賜
杯
全
国
軟
式
野
球

北
・
北
海
道
大
会
な
ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
事
業
と
し
て
、
２
年
目

に
な
り
ま
す
日
米
親
善
少
年
野
球
交
流
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
競
技

ス
ポ
ー
ツ
ま
で
幅
広
く
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
指
定

管
理
者
と
連
携
し
、
施
設
の
整
備
・
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
屋
内
水
泳
プ
ー
ル
は
柔
剣
道
を
中
心
に
多

目
的
に
活
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
改
修
し
て
ま
い

り
ま
す
。
併
せ
て
、
富
良
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
外
壁
・

ア
リ
ー
ナ
床
の
改
修
及
び
金
満
緑
地
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
取
水
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

の
充
実
を
図
り
、
市
民
に
役
立
つ
幅
広
い
情
報
収
集
・

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
会
の
開
催
や
健
診
時
に
お
け
る
親
に
対
す
る
啓
発

活
動
、「
こ
ど
も
の
図
書
館
ま
つ
り
」
の
開
催
等
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
と
連
携
に
よ
る
読
書
環
境
づ
く
リ
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
づ
く
リ
を
め

ざ
し
て
、
図
書
館
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
連
携
し
、「
図
書
館
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
企
画
展
・

作
品
展
・
講
演
会
な
ど
多
彩
な
事
業
の
実
施
に
よ
る
交

流
の
場
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
太
陽
の
里
に
お
い
て
は
、
ホ
タ
ル
が
生
息

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境

教
育
の
学
習
の
場
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
で
開
催
さ
れ
る
第　

回
北
海
道
博
物
館

４８

大
会
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

図
書
館

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
図
書
及
び
図
書
資
料

市政執行方針
と予算の概要

多目的に活用できるスポーツ施設に改修される旧屋内
水泳プール

体育指導員などから、富良野でも広めていきた
いと好評だった「フロアカーリング教室」
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前年度比金　　　額

0.7％106億8,200万円一 般 会 計

5.5％29億4,600万円国民健康保険

特

別

会

計

9.6％16億7,830万円介 護 保 険

▲92.7％2,210万円老 人 保 健

▲11.5％2億3,180万円後期高齢者医療

2.8％2,200万円公設地方卸売市場事業

▲31.3％8億4,400万円公共下水道事業

62.2％2億7,020万円簡易水道事業

▲4.6％60億1,440万円計

創造性豊かな産業を育むまち創造性豊かな産業を育むまちづづくりくり①①

1,500千円移住促進事業

ふるさと雇用再生特別対策事業
19,602千円

18,345千円緊急雇用創出事業

地域バイオマス利活用事業
309,662千円

防衛施設周辺農業用施設設置事業
123,792千円

農地・水・環境保全向上対策事業
36,605千円

2,689千円農村実態調査事業

自然環境活用センター管理事業
2,034千円

心豊かに学びあうまちづ心豊かに学びあうまちづくくりり

10,477千円外国語指導助手招致事業

スクールソーシャルワーカー活用事
業(適応指導事業)　　　　1,893千円
特別支援教育支援員の配置　

7,524千円
小学校・中学校施設耐震化事業

3,050千円
全日本学童軟式野球北・北海道大会補
助金　　　　　　　　　　     700千円
日米親善少年野球交流事業補助金

300千円
全国高等学校スキー大会補助金

1,000千円
全日本軟式野球大会北・北海道大会補
助金　　　　　　　　　        500千円

みんなでつくる健全なまちづみんなでつくる健全なまちづくくりり

1,000千円総合計画策定事業

802千円南町住居表示事業

地方交付地方交付税税

46億3,25046億3,250万万円円

市市税税
23億7,160万23億7,160万円円

国庫支出国庫支出金金
99億億191955万円万円

市市債債
4億5,260万4億5,260万円円

道支出道支出金金
8億7,719万8億7,719万円円

諸収諸収入入
2億9,990万2億9,990万円円

そのその他他
55億億2,232,2377万円万円

一般会計

歳入

地方譲与地方譲与税税
22億億4,604,6000万円万円

分担金及び負担分担金及び負担金金
22億億1,381,3888万円万円

使用料及び手数使用料及び手数料料
11億億6,406,4011万円万円

創造性豊かな産業を育むまちづくり創造性豊かな産業を育むまちづくり②②

中小企業振興資金融資事業
69,029千円

商工業パワーアップ資金融資事業
35,814千円

富良野・美瑛キャンペーン推進事業
3,500千円

4,500千円通年・滞在型観光推進事業

中心街活性化センター管理運営事業
73,441千円

　106億8,200万円(前年度比0.7％増)

予
算
概
要

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
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の
予
算
総
額
は
、
1
8
0
億
3
8
6
0
万
円
で
前
年
度
当

初
予
算
対
比
で
、
▲
１
・
９
％
▲
３
億
４
７
３
０
万
円
と

前
年
度
同
様
の
緊
縮
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
総
額
1
0
6
億
8
2
0
0
万
円
、
前
年

度
対
比
0
・
7
％
7
2
0
0
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
向
け
実
施
す
る
新
規
建
設
事
業
等
の
抑
制

や
人
件
費
の
縮
減
（
臨
時
的
給
与
支
給
基
準
の
引
き
下
げ

に
よ
る
削
減
額
1
億
8
0
0
0
万
円
）
な
ど
、
前
年
度
に

引
き
続
き
経
費
の
節
減
に
取
り
組
む
一
方
、
景
気
の
後
退

に
よ
り
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
雇
用
情
勢
へ
の
対
策
と
し

て
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業
（
事
業
費
総
額
１

９
６
０
万
円
）
や
緊
急
雇
用
創
出
事
業
（
1
8
３
５
万
円
）

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
費
圧
縮
策
を
実
施
し
た
後
に
お
い
て
も
、

6
0
0
0
万
円
の
財
源
が
不
足
（
前
年
度
当
初
予
算
不
足

額
1
億
3
0
0
0
万
円
）
す
る
た
め
、
市
の
貯
金
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
か
ら
4
0
0
0
万
円
、
備
荒
資
金
組
合
の

積
立
か
ら
2
0
0
0
万
円
を
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
が
医
療
費

の
増
加
に
伴
い
、
前
年
度
対
比
1
億
５
４
６
０
万
円
（
5
・

5
%
）
の
増
、
介
護
保
険
特
別
会
計
も
介
護
報
酬
の
改
定

（
増
）
に
伴
う
各
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
増
加
に
よ
り
、
1
億
4

6
４
０
万
円
（
9
・
6
%
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
も
前
年
度
に
引

き
続
き
実
施
す
る
公
的
資
金
の
補
償
金
免
除
に
よ
る
繰
上

償
還
額
が
大
幅
に
増
加
（
前
年
度
対
比
9
6
０
０
万
円
増
）

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
1
億
３
６
０
万
円
の
増
と
な
っ
た

一
方
、
過
年
度
分
医
療
費
の
精
算
業
務
だ
け
と
な
っ
た
老

人
保
健
特
別
会
計
が
、
前
年
度
対
比
2
億
8
1
２
０
万
円
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安全で安心して暮らすまちづ安全で安心して暮らすまちづくくりり

7,088千円地域防災事業

ごみ減量と再資源化啓発事業
1,175千円

合併処理浄化槽設置整備事業
2,505千円

民生民生費費

29億4,31329億4,313万万円円

衛生衛生費費

8億4,７368億4,７36万万円円

土木土木費費
11億3,163万11億3,163万円円

公債公債費費
14億837万14億837万円円

教育教育費費
8億9,720万8億9,720万円円

総務総務費費
18億1,866万18億1,866万円円

農林業農林業費費
10億8,131万10億8,131万円円

商工商工費費
3億330万3億330万円円

そのその他他
9,449,4499万円万円

一般会計

歳出

議会議会費費
1億5,655万1億5,655万円円

前年度比金　　　額

▲１２.9％6億1,470万円水 道 事 業企
業
会
計

▲5.1％7億2,750万円ワイン事業

▲8.8％13億4,220万円計

平成21年度予算額
  一般会計・特別会計・企業会計総額

180億3860万円
（前年度比1.9％減）

自然を生かした快適なまちづく自然を生かした快適なまちづくりり①①

70,442千円五区山部線舗装改修事業

北の峰五区線道路改良事業
24,736千円

市道橋長寿命化修繕計画策定事業
3,900千円

9,200千円落穂橋補修事業

都市計画マスタープラン改定事業
2,205千円

45,000千円土地区画整理事業

4,442千円公営住宅建設事業

8,920千円耐震改修促進事業

ふれあいの心がつくる健康なまちふれあいの心がつくる健康なまちづづくくりり

富良野シルバー人材センター補助金
6,500千円

370,302千円自立支援給付事業

26,957千円地域生活支援事業

次世代育成支援地域行動計画後期計
画書の策定　　　　　　        342千円

35,000千円救急医療啓発普及事業

妊婦健康診査事業(母子保健事業)
10,206千円

特定健康診査・特定保健指導事業
21,395千円

6,051千円介護予防事業

（
▲
　
.
7
%
）
の
減
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
も
公

92

的
資
金
の
補
償
金
免
除
に
よ
る
繰
上
償
還
額
が
大
幅
に
減

る
（
前
年
度
対
比
3
億
８
０
７
０
万
円
減
）
こ
と
に
よ
り
、

前
年
度
対
比
3
億
8
３
７
０
万
円
（
▲
　
・
3
%
）
の
減

31

と
な
り
、
特
別
会
計
総
体
で
は
、
前
年
度
対
比
2
億
８
９

８
０
万
円
（
▲
4
・
6
%
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
会
計
で
修
繕
費
や
企
業
債

償
還
利
子
の
減
に
よ
る
収
益
的
支
出
の
減
、
さ
ら
に
資
本

的
支
出
に
お
い
て
も
施
設
整
備
費
や
補
償
金
免
除
に
よ
る

公
的
資
金
の
繰
上
償
還
額
の
減
（
前
年
度
対
比
2
８
６
７

万
円
減
）
に
よ
り
会
計
全
体
で
前
年
度
対
比
9
０
７
０
万

円
（
▲
　
・
9
%
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

12

　
ま
た
、
ワ
イ
ン
事
業
会
計
に
お
い
て
も
費
用
の
節
減
や

資
産
取
得
の
減
に
よ
り
、
収
益
的
支
出
、
資
本
的
支
出
が

と
も
に
減
、
会
計
全
体
で
前
年
度
対
比
３
８
８
０
万
（
▲

5
・
1
%
）
の
減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
企
業
会
計
総
額

で
は
、
前
年
度
予
算
対
比
1
億
２
９
５
０
万
円
（
▲
8
・

8
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
の
国
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、
厳

21

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
地
方
の
財
源
確
保
と

国
の
「
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
を
踏
ま
え
た
雇

用
創
出
の
た
め
、
地
方
交
付
税
の
増
額
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
交
付
税
措
置
さ
れ
る
公
債
費
等

の
減
や
普
通
交
付
税
の
振
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
の
大
幅
な
伸
び
な
ど
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
自
体
は
前

年
度
対
比
７
２
２
８
万
円
（
▲
１
・
５
％
）
の
減
で
す
が
、

地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
を
併
せ
た
総
額
（
実
質

の
地
方
交
付
税
額
）
で
は
、
前
年
度
対
比
で
7
７
７
２
万

円
（
1
・
6
%
）
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
に
お

い
て
も
、
市
税
を
は
じ
め
自
主
財
源
の
大
幅
な
伸
び
を
期

待
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
財
政
健
全
化
計
画
を

着
実
に
実
施
し
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
予
算
の
確
立
に

向
け
て
、
一
層
の
努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

自然を生かした快適なまちづく自然を生かした快適なまちづくりり②②

公営住宅ストック総合改善事業
20,014千円

19,330千円簡易水道事業

25,200千円公共下水道事業

33,930千円上水道事業

平成21年度　富良野市一般会計　　
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市の回答意見内容

全面撤去張替工事で、ラインも設計に盛り込みたい。
陰スポーツセンターの床はどのような改修か。
小学生用バレーボールのラインを入れてほしい。

国の補正予算のうち関連法案は審議中である。市費で負

担するのは設計費のみ。

隠国の補正は決定されたものか。市の負担はあ

るのか。

団体利用を基本とし、職員の見回りにより安全管理に配
慮して行く。指定管理者として管理する。

韻旧屋内水泳プールの安全管理は。

山部小学校で使用しており、温度は確保できると考えて
いる。予め暖房を入れ利用いただく体制を整えたい。

吋旧屋内水泳プールの暖房は、山部小学校体育
館のパネルヒーターを再利用するとあるが、機
能は十分か。温まるまで時間がかかるのでは。

畳は2年間で100枚購入したので、追加は考えていない。
畳の固定は、利用団体と協議し要望に応えたい。

右柔剣道の畳が不足するのでは、また固定され
ないと危険である。

旧屋内水泳プール施設の料金設定を新たに行なう。宇利用料金を改定する考えは。

業者選定の指名選考委員会なので利用団体の参加はできな
い。利用団体の意見は設計担当者へ申入れ反映させたい。

烏指名選考委員会に利用団体の意見反映はで
きるのか。

体育協会と充分協議して進める。羽今後さらに体育協会と協議して進めてほしい。

スポーツセンター入口付近の民地を、駐車場として整備
する計画。

迂駐車場が不足しているが計画はあるのか。

意見交換会の結果を公表します
富良野スポーツセンター改修について　　　開催日　２月１２日牙　参加人数　２１人
○改修の内容

陰旧屋内水泳プールを、柔剣道や軽スポーツなど多目的に利用できるスポーツ施設として改修。

隠スポーツセンターアリーナ床の全面張替え及び東面、北面、南面の外壁塗装工事。

○改修後の利用計画

虚旧屋内水泳プールは多目的施設として活用し現スポーツセンターの狭隘を解消するものです。

　・天井の高さが制限されても可能な種目として活用（柔道、剣道、空手、軽スポーツなど）

　・子育て支援（親子スポーツ）施設としての活用

　・高齢者体力づくり施設としての活用　・会議室としての活用

許現在、スポーツセンターでアリーナの片面を利用している卓球種目を２階柔剣道室へ、柔剣

道などは改修された旧屋内水泳プールを利用し、施設全体を有効に利用するものです。

○意見交換会で出された意見内容と市からの回答

架社会教育課　拶39‐23１８

市
民
参
加
手
続
の
ペ
ー
ジ

原案(全文)の公表場所
陰行政情報コーナー

（市役所１階市民ロ
ビー)隠山部・東山支所
窓口韻担当課窓口吋文
化会館ロビー右図書館
ロビー宇市ホームペー
ジ

意見を提出できる方
○市内に住んでいる方

○市内で働いている方

○市内で学んでいる方

○市内に事業所がある

　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・メ

　ールなど書面（様式は

　自由)・録音テープで

　お寄せください。

○担当課窓口に直接提

　出（郵送可）、または

　公表場所の意見箱へ

　提出もできます。

○意見を提出するとき

　は、住所・氏名などを

　記入してください。　

　氏名などは公表しま

　せんが、記入がない場

　合には回答できない

　場合もあります。

縦覧手続・パブリックコメント手続の結果を公表します
次の原案に対して縦覧手続・パブリックコメント手続を実施しましたが、意見がありませんでした。

縦覧手続　富良野市森林整備計画（案）について
パブリックコメント手続　
虚富良野市耐震改修促進計画（案）について許富良野市農業及び農村基本計画（案）について

距富良野市男女共同参画推進計画（案）について鋸富良野市高齢者保健福祉計画・富良野市介

護保険事業計画（第４期計画案）及び富良野市介護保険条例の一部改正（素案）について

漁富良野市小中学校施設耐震化推進（耐震診断）計画（案）について

架企画振興課　拶39‐23０４

市民参加手続きを省略しました
虚住宅リフォーム助成事業(富良野市住宅改修促進助成事業)

について

　住宅のリフォーム・耐震改修工事を行った場合に、その費用の一部を助成します。助成の内

容は折込みのチラシをご覧ください。

省略の理由

　国の第２次補正予算の地域活性化・生活対策臨時交付金を活用し迅速に事業を実施するため、

市民参加手続を省略しました。（富良野市情報共有と市民参加のルール条例第５条第２項第４項）

許地域振興消費拡大推進事業の実施について

　この事業は、地元消費の拡大により経済雇用の安定を図ることを目的としたものです。定額

給付金の支給時期にあわせて行われる、プレミアム付商品券販売イベントに対して補助するも

のです。補助金の額は、発行する「ふらの市内共通商品券」の1割に相当する額で、発行予定

額1億1千万円の内のプレミアム分1千万円を上限とします。地域振興プレミアム付振興券販売

イベント内容については、折込チラシをご覧ください。

省略の理由

　地域経済の活性化と地域振興を図ることを目的に、定額給付金の支給時期に合わせ迅速に実

施するため、市民参加手続を省略しました。（富良野市情報共有と市民参加のルール条例第５条

第２項第４項）

架都市建築課　拶39‐２３１６

架商工観光課　拶39‐２３１２
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高
齢
者
の
総
合
窓
口
相
談

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
気
軽
に
ご
相
談
を

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
や
家
族

を
対
象
に
、
福
祉
や
介
護
、
保
健
・
医
療
な
ど
生
活
全
般
に

対
し
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
適
切
な
助
言
や
サ
ー
ビ
ス
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
も
勧
め

て
い
ま
す
。
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢

者
な
ど
が
財
産
の
管
理
や
契
約
な
ど
で
不
利
益
を
受
け
な
い

よ
う
に
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
行
っ
て
援
助
し
て
く
れ

る
方
を
付
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
に
備
え
て

援
助
者
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
（
任
意
後
見
制
度
）

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
事
業　

※
対
象
は　

歳
以
上
で
す
。

６５

■
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

　

病
弱
な
ど
に
よ
り
除
雪
が
困
難
な　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

６５

ら
し
の
方
、
高
齢
者
の
ご
夫
婦
な
ど
が
地
域
で
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
玄
関
前
の
避
難
通
路
の
確
保
を
目
的
に
、

除
雪
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
利
用
料
金
は
１
シ
ー

ズ
ン
概
ね
2
0
0
0
円
で
す
。

■
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
お
貸
し
し
ま
す

　
　

歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
方
ま
た

６５
は
同
程
度
と
判
断
さ
れ
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
ま
た
は
高

齢
者
の
ご
夫
婦
な
ど
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
緊

急
時
の
連
絡
と
援
助
体
制
を
整
備
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
利
用
料
金
は
月
額
2
3
0
円
で
す
。

■
生
活
支
援
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
利
用
で
き
ま
す

　

介
護
認
定
で
自
立
と
判
定
さ
れ
た　

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

６５

基
本
的
生
活
習
慣
が
欠
如
し
て
い
る
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由

に
よ
り
生
活
上
の
指
導
、
支
援
が
必
要
な
方
に
一
時
的
に
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
も
ら
い
、
体
調
の
調
整
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
在
宅
生
活
の
継
続
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

６
カ
月
の
う
ち
１
週
間
を
限
度
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
1

日
に
つ
き
利
用
料
は
8
4
2
円
、
食
費
は
1
0
0
0
円
で
す
。

■
自
立
支
援
ヘ
ル
パ
ー
が
利
用
で
き
ま
す

　

介
護
認
定
で
自
立
と
判
定
さ
れ
た
概
ね　

歳
以
上
の
ひ
と

65

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
で
、
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障

が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
の
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

が
利
用
で
き
ま
す
。
週
1
回
2
時
間
を
限
度
。
利
用
料
金
は

1
時
間
2
0
8
円
、
2
時
間
で
3
7
4
円
で
す
。

■
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す

　

概
ね　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
ま
た
は
高
齢

65

者
の
夫
婦
な
ど
で
調
理
が
困
難
な
場
合
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
夕
食
を
届
け
て
栄
養
管
理
と
あ
わ
せ
て
安
否
の
確
認

を
し
て
い
ま
す
。
自
己
負
担
１
食
4
0
0
円
。
利
用
は
週
１

回
か
ら
毎
日
の
配
食
も
可
能
で
す
。

■
家
族
介
護
慰
労
金
制
度
が
あ
り
ま
す

　

要
介
護
４
ま
た
は
５
に
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
１
年
以
上

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
る
）

に
対
し
、
過
去
1
年
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な
く
、

３
カ
月
以
上
の
入
院
・
施
設
入
所
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

慰
労
金　

万
円
を
支
給
し
ま
す
。

10

■
介
護
用
品
券
な
ど
の
支
給
を
し
て
い
ま
す

　

要
介
護
４
ま
た
は
５
に
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
自
宅
で
介

護
し
て
い
る
家
族
に
介
護
用
品
購
入
券
（
市
民
税
非
課
税
世

帯
9
0
0
0
0
円
、
課
税
世
帯
4
2
0
0
0
円
）
を
、
ま
た
、

要
支
援
１
〜
要
介
護
3
で
尿
失
禁
の
た
め
毎
日
紙
オ
ム
ツ
を

使
用
し
て
い
る
在
宅
の
高
齢
者
に
、
紙
お
む
つ
券
（
同
3
0

0
0
0
円
、
1
2
0
0
0
円
）
を
支
給
し
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
外
出
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す

　

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
ま
た
は
同
程
度
と
判
断
さ
れ
た

在
宅
の
高
齢
者
が
、
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
等
の
一
般
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助

成
し
、
自
立
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
助
成
券
の

金
額
は
地
区
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
の
短
期
入
所
施
設
に
空
き
が
な
く
富
良
野
沿
線

の
町
村
ま
た
は
芦
別
市
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
の
送
迎
乗

車
券
の
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
支
援
し
て
い
ま
す

　

日
曜
日
に
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
虚
弱
高
齢
者
を
対
象
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、

地
域
福
祉
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
が
主
催
す
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

　

高
齢
者
が
環
境
上
の
理
由
や
経
済
的
な
事
情
に
よ
り
在
宅

で
養
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
食
事
や
必
要
な

ケ
ア
が
提
供
で
き
る
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園
な
ど
）

に
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
応
じ
た
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

介
護
保
険
課

拶
３
９
‐
２
２
５
５

市
が
新
た
に
策
定
し
た
「
高
齢
者
福
祉
計
画
（
第
４

期
計
画
）」
で
は
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
い

き
い
き
と
生
活
し
、
家
族
や
地
域
で
高
齢
者
を
支
え

合
う
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

今
回
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
制
度
の
内
容
は
掲
載
日
現
在
の
も
の
で
す
。

高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
、
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

富良野で高齢者がいつまでも安心して暮らしていける
制度を紹介します
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介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

富
良
野
市
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
４

期
計
画
）
に
も
と
づ
き
、
平
成　

年
度
か

２１

ら
介
護
保
険
料
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま

す
。

介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

で
納
め
て
い
る
方
へ

　

平
成　

年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年

２１

中
の
所
得
な
ど
を
も
と
に
７
月
に
確
定
し

ま
す
。
今
年
２
月
の
年
金
支
給
時
に
保
険

料
を
差
し
引
か
れ
た
方
は
、
仮
徴
収
と
し

て
４
月
・
６
月
・
８
月
（
仮
徴
収
額
を
変

更
し
た
方
を
除
く
）
に
つ
い
て
も
、
同
額

の
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。　

月
以

１０

降
に
つ
い
て
は
、
確
定
し
た
年
間
保
険
料

額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

架
介
護
保
険
課　
　

拶
３
９
‐
２
２
５
５

４
月
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
対
象
機
器
が
追
加
さ
れ
ま
す

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
令
が
改
正
さ

れ
、
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
衣
類
乾

燥
機
が
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
機
器
に

追
加
さ
れ
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
粗
大

ご
み
の
収
集
に
出
せ
な
く
な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
こ
れ
ら
を
排
出
す
る
場
合

は
、
収
集
運
搬
料
金
や
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
買
い
替
え
時
に
販

売
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
か
、
市
許

可
の
収
集
運
搬
業
者
（
富
良
野
地
区
清
掃

事
業
協
同
組
合
拶
２
３
‐
３
９
３
９
）
に

収
集
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
機
器

　

ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
、
電
気
冷
蔵
庫
、

電
気
冷
凍
庫
、
家
庭
用
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、

洗
濯
機
、（
新
規
）
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ

ビ
、
衣
類
乾
燥
機

主
な
メ
ー
カ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

家
庭
用
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン　

２
６
２
５
円

ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
、
液
晶
テ
レ
ビ
、

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ

　
　

型
以
上　
　
　
　
　
　

２
８
３
５
円

１６

　
　

型
以
下　
　
　
　
　
　

１
７
８
５
円

１５

電
気
冷
蔵
庫
・
電
気
冷
凍
庫

　

容
積
が
１
７
１
渥
以
上　

４
８
３
０
円

　

容
積
が
１
７
０
渥
以
下　

３
７
８
０
円

洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機　
　

２
５
２
０
円

※
こ
の
料
金
は
主
な
メ
ー
カ
ー
の
例
で
、

メ
ー
カ
ー
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
異

な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
収
集
運
搬
業
者
が
定
め

る
収
集
運
搬
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

架
市
民
環
境
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

標
準
小
作
料
の
改
訂

　

４
月
か
ら
標
準
小
作
料
が
改
訂
に
な
り

ま
す
。
今
後
の
農
地
の
賃
貸
借
は
、
次
の

表
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ふらのワイン春の市民還元実施中
　市内の酒販店で、ご希望の数量をお買い求めでき
ますので、ぜひこの機会にふらのワイン赤の良さを
ご堪能ください。
還元期間　３月２０日画～５月１０日蚊
還元商品　ふらのワイン市民限定赤７２０悪
還元価格　９００円（税込）※通常１２４６円
のところ特別価格にて提供します
ワイン一口メモ
ワインの始まりは？アイスワインも偶然の発見！

　紀元前７０００年頃、今のイラン周辺で壷などの容器に放って
おかれたぶどうが潰れ、果汁が自然酵母の作用で発酵が起こ

り、ワインという飲み物に変化したことが始まりと言われ、

偶然の発見だったようです。ふらのワインが４年前から挑戦

している「アイスワイン」も、１８世紀ドイツで収穫されてい

ないぶどうが凍ってしまい、もったいないとそのぶどうで仕

込んだところ芳醇な香りと濃厚な甘さのワインとなり、びっ

くり。その後、厳寒な気候の地域で造られるようになりまし

たが、できるワインはわずかで希少性から高価なワインと

なっています。

ワインは最も種類の多いお酒、ワインを選ぶのも楽しみ！

　ワインは、世界中で造られるようになり、北緯３０～５０度、

南緯２０～４０度の地域が主な産地。同じ品種でも栽培される土

地が違うと、できあがるワインも別物。そして、価格も高い

ものからや安いものまで千差万別。安くておいしい、自分ものからや安いものまで千差万別。安くておいしい、自分のの

好みにあったワインを探すのも楽しみですね好みにあったワインを探すのも楽しみですね。。

今、国産ワインが注目を集めています今、国産ワインが注目を集めています！！

食料の安全安心が問われている中、国内で原料ぶどうの　食料の安全安心が問われている中、国内で原料ぶどうの栽栽

培から醸造まで一貫して造っているワインメーカーに注培から醸造まで一貫して造っているワインメーカーに注目目

が集まっており、海外のワインに対しても引けを取らないが集まっており、海外のワインに対しても引けを取らないワワ

インを製造しています。国産ワインコンクールが５年前かインを製造しています。国産ワインコンクールが５年前からら

創設され、そこで賞を受賞することは確かな品質が認めら創設され、そこで賞を受賞することは確かな品質が認められれ

ることとなりますることとなります。。ふらのワインもチャレンジし、200７年ふらのワインもチャレンジし、200７年にに

は、ツバイゲは、ツバイゲルルト・羆の晩酌・ソレイユの３種が銅賞、２００ト・羆の晩酌・ソレイユの３種が銅賞、２００８８

年に年にははツバイゲツバイゲルルト・ミュラー・バレル白・ソレイユの４ト・ミュラー・バレル白・ソレイユの４種種

が銅賞を受賞しています。ふらのワインのしっかりとしたが銅賞を受賞しています。ふらのワインのしっかりとしたワワ

インづくりは、国内で評価されておりますインづくりは、国内で評価されております。。

地元の食材とふらのワインはベストマッチ！地元の食材とふらのワインはベストマッチ！！！

富良野では多種多様な農作物が生産されており、地元ぶ　富良野では多種多様な農作物が生産されており、地元ぶどど

うで醸造されたふらのワインとの相性は抜群です。どうぞうで醸造されたふらのワインとの相性は抜群です。どうぞ、、

いろいろな組み合わせを試してみてはいかがでしょうかいろいろな組み合わせを試してみてはいかがでしょうか！！

架ワイン工場　拶０１２０‐８７８‐１７２

　第１号被保険者の所得段階別
　介護保険料

介護保険料区分
(所得段階別) 月額年額

1,933円23,200円第１段階
1,933円23,200円第２段階
2,900円34,800円第３段階
3,525円42,300円第４段階

3,875円46,500円第５段階
(基準額)

4,491円53,900円第６段階
4,841円58,100円第７段階
5,808円69,700円第８段階
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架
農
業
委
員
会　
　

拶
３
９
‐
２
３
２
３

小
学
生
の
入
院
医
療
費
助
成

　

市
で
は
、
平
成　

年　

月
診
療
分
か
ら
、

２０

１０

小
学
生
の
入
院
時
の
医
療
費
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

助
成
の
方
法

○
富
良
野
沿
線
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ
る

場
合
は
、
受
給
者
証
が
必
要
で
す
。

（
新
規
入
学
児
童
の
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
平
成　

年
３
月　

日
と
な
っ
て
お
り

２１

３１

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
入
院
さ
れ
る
場

合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
）

○
富
良
野
沿
線
医
療
機
関
以
外
に
入
院
さ

れ
た
場
合
は
、
医
療
費
の
払
い
戻
し
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
制
度
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
一

定
の
所
得
を
超
え
る
方
は
対
象
外
に
な
り

ま
す

手
続
き
の
方
法　

市
役
所
３
番
窓
口
で
必

要
書
類
を
持
参
し
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

必
要
書
類　

陰
健
康
保
険
証
隠
印
鑑

※
払
い
戻
し
の
手
続
き
に
は
、
韻
医
療
機

関
発
行
の
領
収
書
吋
預
金
通
帳
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

架
保
健
医
療
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
０

備考
(１０ａあたり収量)

小作料の
標準額

（１０ａあたり）

農地
区分

水稲560茜12,000円上

田 水稲500茜8,400円中

水稲440茜5,300円下

ビート6,500茜5,000円上

畑 ビート6,000茜3,500円中

ビート5,500茜2,400円下

消防・学校給食・し尿生ごみ処理・公共牧場

４月から富良野広域連合で業務を開始します
　これまで一部事務組合で処理していた４つの

業務を、それぞれの一部事務組合を3月31日に

解散し、4月1日から富良野広域連合がその業務

を引継いで行います。

　解散する一部事務組合は、「富良野地区環境衛

生組合」「富良野広域串内草地組合」「富良野地

区消防組合」「上川南部消防事務組合」「富良野

地区学校給食組合」です。上富良野町と南富良

野町で行っている「学校給食センター」は、両

町から富良野広域連合が引継いで学校給食業務

を行います。

　また、富良野広域連合が引継ぐことによる「し

尿･生ごみ処理」「公共牧場」「消防」「学校給食」

の業務の変更はありません。

　消防への救急・火災通報などの「１１９番」も変

わりません。

　4月からの事務所位置と電話番号は、次のとお

りです。変更になるのは、広域連合事務局が富

良野文化会館内から「富良野消防署内」へ移転し、

統合する消防本部が「上富良野消防署内」に置

かれ、いずれも電話番号が変わりますので、ご

注意ください。

富良野広域連合の事務所の場所・電話番号

広域連合事務局　

　総務課　富良野市栄町１８番２０号(富良野消防署内)　拶３９‐１２２１

　環境衛生センター　　富良野市字上五区　拶２２‐４３７６

　公共串内牧場管理課　南富良野町字幾寅　拶５２‐２７９４

　公共串内牧場業務課　南富良野町字落合　拶５３‐２３６６

広域連合消防本部　

　総務課・警防課・予防課　　　　　　　　

　　上富良野町大町2丁目2番４６号(上富良野消防署内）拶４５‐１１１９

　富良野消防署　　富良野市栄町１８番２０号　拶２３‐５１１９

　山部出張所　　　富良野市字山部　　　　拶４２‐２３０２

　上富良野消防署　上富良野町大町2丁目2番４６号  拶４５‐２１１９

　中富良野支署　　中富良野町本町9番1号   拶４４‐２１１９

　南富良野支署　　南富良野町字幾寅　　　拶５２‐２１１９

　占冠支署　　　　占冠村字中央　　　　　拶５６‐２１１９

広域連合教育委員会

　庶務課　富良野市花園町3番６６号(富良野学校給食センター内)

 　　　　　　　　　　　　　                      拶２３‐１３１１

　富良野学校給食センター　　富良野市花園町3番６６号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶２３‐１３１１

　上富良野学校給食センター　上富良野町向町1丁目1番15号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶４５‐３８２９

　南富良野学校給食センター　南富良野町字幾寅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶５２‐２６７２

消防庁長官功労章
　　　　　　   山本弘和さん

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
山
部
村
消

３１

防
団
に
入
団
。
合
併
後
も
富
良
野
市
消

防
団
に
所
属
し
、
平
成
　
年
か
ら
は
富

１５

良
野
消
防
団
団
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

幾
多
の
災
害
に
対
し
て
多
大
な
功
績
を

あ
げ
て
お
り
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
、

消
防
団
員
育
成
指
導
な
ど
、
消
防
使
命

達
成
の
た
め
積
極
か
つ
献
身
的
に
全
力

を
傾
注
し
、
職
務
に
精
励
し
地
域
住
民

の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
る

功
績
が
表
さ
れ
、
功
労
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
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地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
洩

連合会・町内会の話題をお知らせください。 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

　

ふ
ら
の
麓
郷
地
域
協
議

会
（
目
黒
英
治
会
長
）
が

主
催
す
る
「
地
域
特
産
物

開
発
試
食
会
」
が
３
月
５

日
、
麓
郷
集
落
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
麓
郷
地
区
で

飼
育
さ
れ
て
い
る
ハ
イ

コ
ー
プ
豚
と
エ
ゾ
シ
カ
を

食
材
に
し
た
新
料
理
が
披

露
さ
れ
、
関
係
者
に
よ
る

試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
麓
郷
地

域
の
振
興
・
発
展
を
目
的

と
し
て
、
昨
年
の
７
月
に

麓
郷
振
興
会
と
富
良
野
市

の
協
力
に
よ
り
発
足
。
そ

の
後
、
農
村
の
活
性
化
と

自
立
を
目
標
と
し
た
農
林
水
産
省

の
「
農
村
漁
村
（
ふ
る
さ
と
）
地

域
力
発
掘
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
と

し
て
、
平
成　

年
ま
で
の
５
カ
年

２４

に
わ
た
り
国
の
補
助
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
の

採
択
を
受
け
た
、
昨
年
の
秋
に
は

道
外
か
ら
修
学
旅
行
生
を
受
け
入

れ
て
の
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
今
冬
に
は
東
京
の
子
ど

も
た
ち
が
麓
郷
を
訪
れ
て
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
食
会
は
、
地
域
資
源

を
発
掘
し
、
活
用
し
て
い
く
取
り

組
み
と
し
て
「
食
」
を
テ
ー
マ
に

検
討
さ
れ
た
も
の
で
、
富
良
野
地

域
で
唯
一
飼
育
さ
れ
て
い
る
ハ
イ

　
周
年
を
迎
え
た
伝
統
の

３５郷
土
芸
能
「
弥
栄
太
鼓
」
を

楽
し
み
な
が
ら
伝
え
る

■
富
良
野
弥
栄
太
鼓
保
存
会
■

地域資源を発掘し地域資源を発掘し、、
地域活性化の取り地域活性化の取り組組
みを進めみを進めるる

　

富
良
野
の
郷
土
芸
能
・
文
化
を

伝
え
る
富
良
野
弥
栄
太
鼓
保
存
会

（
高
橋
努
会
長
）
が
発
足
し
て
か
ら

今
年
で　

周
年
を
迎
え
、
３
月　

３５

２１

日
に
文
化
会
館
で
記
念
公
演
「
旅

立
ち
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
昭
和　

年
７
月
、
故

４８

高
松
竹
次
市
長
が
、
農
村
青
年
の

活
動
を
太
鼓
を
通
し
て
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
当
時
、
文
化
村
に
在
住

し
て
い
た
故
八
洲
秀
章
氏
に
作
曲

を
依
頼
し
た
こ
と
が
発
足
の
き
っ

か
け
。
初
公
演
は
発
足
か
ら
２
カ

月
後
の
富
良
野
市
開
基　

周
年
記

７０

念
式
典
で
、
当
時
の
農
村
青
年
が

中
心
と
な
っ
て
、
猛
練
習
を
行
な

い
、
式
典
の
大
事
な
一
役
を
担
い

ま
し
た
。

　

弥
栄
太
鼓
は
、
自
分
た
ち
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
曲
を
作
り
、
宮
太
鼓
、

大
締
太
鼓
、
大
拍
子
太
鼓
の
３
種

類
の
太
鼓
に
よ
っ
て
音
を
奏
で
る

創
作
太
鼓
。
単
調
に
な
り
が
ち
な

太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
、
バ
チ
や
手
を

大
き
く
回
す
こ
と
で
動
き
を
つ
け
、

観
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
す
。

　

現
在
、
一
般
の
部
と
少
年
部
合

わ
せ
て　

人
が
所
属
し
、
毎
週
１

５５

回
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
分
か
れ
、
郷

土
芸
能
伝
習
館
（
布
部
）
で
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
成
人
式
や
へ

そ
祭
り
、
富
良
野
ス
キ
ー
祭
り
な

ど
、
年
間
約　

件
の
公
演
を
引
き

１５

受
け
、
伝
統
文
化
を
地
域
に
広
げ

ハイコープ豚やエゾシカ料理の試食をする地域の関係者

記念公演「旅立ち」に向けて猛練習をする富良野弥栄太鼓少年部のみなさん

■麓郷地域協議会■
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人

　

母
乳
育
児
相
談
を
行
い
な
が
ら
、

富
良
野
看
護
学
校
で
臨
時
講
師
、

協
会
病
院
で
助
産
師
と
し
て
活
躍

す
る
松
本
恵
子
さ
ん
は
、
ご
主
人

と
１
男
３
女
の
６
人
暮
ら
し
。

　

松
本
さ
ん
が
福
島
県
か
ら
富
良

野
に
移
り
住
む
き
っ
か
け
は
、
と

て
も
素
敵
な
出
会
い
が
あ
っ
た
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
富
良
野
に
旅
行

で
訪
れ
た
と
き
に
、
花
や
山
、
ス

キ
ー
場
が
近
く
に
あ
る
と
い
う
環

境
に
憧
れ
、
３
年
く
ら
い
住
ん
で

み
た
い
な
と
軽
い
気
持
ち
で
来
た

と
い
う
松
本
さ
ん
が
、
富
良
野
に

来
て
す
ぐ
に
出
会
っ
た
の
が
同
じ

福
島
県
出
身
の
ご
主
人
。
故
郷
か

ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
富
良
野
で
二

人
は
意
気
投
合
し
、
１
年
後
に
は

結
婚
し
て
農
家
住
宅
で
暮
ら
す
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

松
本
さ
ん
が
、
助
産
師
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、「
学
生
時
代
に
実

人生の中でお産はとても大事なこと

「富良野のお産と子育てが良くなるようにサポートを
していきたい」と話す松本さん

良野に 松本 恵子さん 
南扇山

まつもと けいこ

習
で
出
産
に
立
会
い
、
生
ま
れ
て

く
る
力
強
さ
、
赤
ち
ゃ
ん
や
お
母

さ
ん
、
助
産
師
す
べ
て
に
感
動
し

た
か
ら
」
と
話
し
ま
す
。

　

自
身
も
出
産
を
経
験
し
、
人
生

の
中
で
お
産
が
大
事
と
い
う
思
い

が
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
と
い
う
松

本
さ
ん
は
、
４
番
目
の
お
子
さ
ん

を
自
宅
で
出
産
す
る
こ
と
を
選
択
。

旭
川
の
助
産
師
さ
ん
が
到
着
す
る

前
に
破
水
、
そ
こ
は
助
産
師
の
松

本
さ
ん
、
ご
主
人
の
サ
ポ
ー
ト
で

無
事
出
産
し
た
そ
う
で
す
。
２
番

目
の
子
ど
も
に
へ
そ
の
緒
を
切
っ

て
も
ら
い
、
出
産
に
立
ち
会
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
感
動
し
た

様
子
で
、
産
ま
れ
て
き
た
妹
の
世

話
も
良
く
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　
「
今
は
、小
さ
い
子
と
接
し
た
こ

と
も
な
く
、
手
探
り
で
子
ど
も
を

育
て
る
お
母
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
親
が
元
気
な
い
と
子
ど
も

も
元
気
が
な
く
な
り
ま
す
。
子
育

て
が
良
く
な
れ
ば
社
会
も
良
く
な

り
、
平
和
な
社
会
に
な
る
と
思
い

ま
す
」
と
い
い
、「
お
産
が
楽
し

か
っ
た
と
思
え
れ
ば
、
そ
の
後
の

育
児
に
も
自
信
に
な
り
ま
す
。
妊

娠
中
か
ら
体
も
心
も
健
康
で
元
気

が
あ
れ
ば
い
い
、
か
ら
だ
を
動
か

し
、
食
に
気
を
つ
け
て
、
正
常
な

お
産
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
富
良
野
は
行
政
と
市
民
が
近

く
、
子
育
て
支
援
に
も
相
談
に

の
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
く
ら
い

の
大
き
さ
の
ま
ち
が
ち
ょ
う
ど
い

い
。
こ
こ
だ
か
ら
自
分
も
仕
事
が

で
き
る
の
だ
と
思
う
」
と
い
い
ま

す
。

　

休
日
に
は
、
家
族
で
山
菜
採
り

や
山
登
り
、
川
遊
び
、
ス
キ
ー
な

ど
、
富
良
野
の
自
然
を
満
喫
し
て

い
る
松
本
さ
ん
。

　
「
夏
に
は
、た
く
さ
ん
の
メ
ロ
ン

が
食
べ
ら
れ
る
し
、
も
ぎ
た
て
の

ア
ス
パ
ラ
は
と
て
も
甘
く
て
最
高
。

旬
の
物
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も
富
良
野

が
大
好
き
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。　

移る

富厩
な
が
ら
、
自
己
研
鑽
を
図
っ
て
い

ま
す
。
少
年
部
リ
ー
ダ
ー
の
上
原

怜
奈
さ
ん
（
東
中
学
校
１
年
）
は

「
リ
ズ
ム
や
見
た
目
を
い
か
に
綺

麗
に
す
る
か
が
難
し
い
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま

す
」
と
言
い
、「
弥
栄
太
鼓
は
、
元

気
が
大
事
。
み
ん
な
で
楽
し
く
で

き
る
こ
と
が
、大
き
な
魅
力
で
す
」

と
も
話
し
ま
す
。

　

記
念
公
演
で
は
、「
富
良
野
弥
栄

太
鼓
」
や
「
空
知
川
清
流
流
れ
打

ち
」
な
ど　

曲
を
披
露
。
訪
れ
た

１０

観
客
か
ら
は
、
力
強
い
太
鼓
の
勇

姿
と
音
色
に
、
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
橋
会
長
は
「
年
齢
や
学
校
も

違
う
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
な
か
、

ま
ず
は
、
み
ん
な
が
仲
良
く
楽
し

む
こ
と
が
大
事
。
伝
統
文
化
の
弥

栄
太
鼓
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
育
ち
、

交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

コ
ー
プ
豚
と
農
作
物
に
被
害
を
与

え
る
エ
ゾ
シ
カ
が
活
用
さ
れ
ま
し

た
。
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
は
、
地

域
の
飲
食
店
や
宿
泊
店
、
地
元
ハ

ン
タ
ー
が
協
力
し
、
こ
の
日
は
、

エ
ゾ
シ
カ
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
タ

タ
キ
、
豚
肉
の
ス
ペ
ア
リ
ブ
な
ど

　

種
類
の
料
理
が
試
食
さ
れ
ま
し

１２

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
豚
肉
が
す

ご
く
や
わ
ら
か
い
」「
エ
ゾ
シ
カ
は

臭
み
が
な
く
と
て
も
美
味
し
い
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

目
黒
会
長
は
「
麓
郷
の
魅
力
的

な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
試
み
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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麓郷中学校で卒業式。８人が新たな旅立ち

郷中学校の卒業式が３月１３日、同校

で行われ、来賓や父母などが見守る

なか、８人の卒業生が思い出の学び舎を後に

しました。式では、卒業生一人ひとりが名前

を呼ばれて壇上に進み、小山正道校長より卒

業証書が手渡されました。卒業生を代表して、

今聡基さんが、部活動や修学旅行などを振り

返った後、「支えてくれたすべての人に感謝

したい。３年間で学んだことを今後の人生に

活かしたい」と抱負を述べました。

麓

東大演習林神社山で「富良野の自然に親しむ集い」

の森の生態系を学ぼうと東大演

習林神社山で「富良野の自然に親

しむ集い～早春の森を歩こう～」が３

月８日に行われ、２５名が参加しました。

約２時間にわたり自然散策路をスノー

シューで歩きながら、講師の宮本先生

から、雪面に残されたシカやリスの足

跡、クマゲラの食痕、シカの寝床だっ

た場所などを教えてもらうなど、演習

林内の動物や樹木について学びました。

冬

　
第
　
回
富
良
野
市
長
杯
ス
ー

10

パ
ー
大
回
転
競
技
大
会
及
び
第
　21

回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大

会
（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）
が
３
月
　１８

日
～
　
日
の
期
間
に
、
富
良
野
ス

２２

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
５
日
間
で
参
加
し
た
選
手
や
役

員
は
約
５
０
０
人
。
今
年
は
、
韓

男
女
３
種
目
で
ス
ピ
ー
ド
を
競

男
女
３
種
目
で
ス
ピ
ー
ド
を
競
うう

市
長
杯
競
技
大
会
・
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会

国
か
ら
も
２
校
４
名
の
選
手
が
初

参
加
し
、
国
内
の
高
校
生
と
ス

ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し
た
。

　
富
良
野
勢
で
は
岡
本
乃
絵
さ
ん

（
富
良
野
高
校
２
年
）
が
ス
ラ
ロ
ー

ム
と
３
種
目
総
合
で
２
位
と
上
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。
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占冠村
今年も鵡川でラフティング！
初心者からリピーターまで大満足

　占冠村を流れる鵡川は、北海道

でもトップクラスのエキサイティ

ングリバー。落差が大きく川幅が

狭いので、「このスリル感がたまら

ない」と毎年大人気！

　自然に圧倒されながら下るツ

アーを、ぜひ体験してください。

架経済課　拶５６‐２１７４

中富良野町
森林公園５月２日オープン(予定)

　中富良野のシンボル、北星山。
田園風景をゆっくりとながめなが
ら、のぼりつめると森林公園があ
ります。園内には、フィールドア
スレチックなどが設置されており、
四季の変化に富んだ、自然を身近
に感じられる場としても親しまれ
ています。
　ご家族みなさんでお楽しみくだ
さい。
架産業建設課　拶４４－２１２３

南富良野町
道の駅「南ふらの」でひと休み

　国道３８号線沿いにカヌーの舳先
をイメージした外観の南ふらの物
産センター。
　館内には、地元産の食材を使用
したメニューを味わうことができ
るレストランや町の特産品、お土
産品などもあります。また、幻の
淡水魚イトウを始めアメマス、ニ
ジマスなどが水槽の中に見ること
ができます。
　快適なドライブの休憩にぜひお
立ち寄りください。

架振興公社　拶５２－２１００

上富良野町

美味しい「かみふらのポーク」

　恵まれた自然環境の中で生産さ

れ、厳選されたブランド「かみふ

らのポーク」。好バランス、低カロ

リーでヘルシーな豚肉をぜひご賞

味ください。上富良野町内の精肉

店、焼肉店で取り扱っていますの

で、宴会などにいかがですか。

架産業振興課　拶45‐６９８３

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

保育所の参観日。お母

さんに見てもらいなが

ら、鬼の顔をかきまし

た。４つの鬼の顔、か

わいくかけたでしょ。

長澤りんたろうくん
（山部）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問い合わせ先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

らのひょっとこ会(遠藤和雄会長)

は平成11年に発足し、今年10周年

を迎えました。会員は32名で、福祉施設

や病院などへ慰問活動を続け、その回数は

200回を超えるそうです。３月20日にはハ

イランドふらので行われた東部第２連合

町内会のサロンで踊りを披露し、ユニーク

な踊りに参加者も大喜びでした。遠藤会長

は「これからも喜ばれるような踊りを細く

長くやっていきたい」と話します。

１０周年を迎えた「ふらのひょっとこ会」

ふ

「鬼の絵
　うまくできたよ！」

どもの健康を願い、麻町保育所

では、３月３日のひなまつりに

餅つきが行われました。ぞう組（年長)

の園児は参加した父兄に手伝ってもら

いながら重たい杵を持ち、餅つきを初

体験。「よいしょ！」とみんなで声をか

けながら、目の前で餅ができあがると

大きな歓声があがりました。つきあ

がったお餅は給食の時間にお雑煮やき

なこ餅などにしておいしく食べました。

子

ひなまつりにみんなで餅つき。麻町保育所
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

ご寄付 ありがとうございます

富良野市へ

　堀口淑子さん（栄町）
金５０万円

　

携帯電話の処分は、どうしたらいいですか？Ｑ
携帯電話は、販売店において製造業者、通信事業等からな
るモバイルリサイクルネットワーク（MRN）などが回収を

行っています。資源の有効利用及び廃棄物の減量の観点からも
ご協力よろしくお願いします。

Ａ

自動車のタイヤの処分は、どうすればいいですか？Ｑ
自動車のタイヤは、タイヤ販売店に処分を依頼してくださ
い。（別途処理料金が必要となります。）回収されたタイヤは、

再生ゴムや再生タイヤ、ボイラー用燃料などにリサイクルされ、
有効に活用されています。なお、廃タイヤをみだりに捨てたり
すると不法投棄になり処罰の対象となります。絶対にしてはい
けません。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
小
型
電
気
温
風
器
捌
電
気
堀
こ
た
つ
用

ヒ
ー
タ
ー
捌
木
製
学
習
机
捌
ス
キ
ー
一
式

（
大
人
）
捌
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
一
式
捌
女

の
子
正
装
一
式
（
１
２
０
唖
）
捌
男
の
子
革

靴
（　

唖
）
捌
本
棚
捌
掃
除
機
（
ハ
ン
デ
ィ

２０

タ
イ
プ
）
捌
ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
（
ハ
ン
デ
ィ

タ
イ
プ
）
捌
電
気
治
療
器
捌
ミ
ニ
コ
ン
ポ
捌

食
器
棚
捌
テ
レ
ビ
台

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
ロ
捌
富
良
野
住
宅
地
図
捌

オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
捌
ベ
ビ
ー
バ
ス
捌
ベ
ビ
ー

服
（
新
生
児
か
ら
１
歳
児
）
捌
ヤ
マ
ハ
電
子

ピ
ア
ノ
捌
電
子
キ
ー
ボ
ー
ド
捌
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
捌
ピ
ッ
コ
ロ
捌
三
平
皿

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

大学内でマルチ勧誘？　　　　（2０代 女性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時
※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

大学の構内で友人から「おもしろいサークルがあ
る」と誘われました。「会員になれば化粧品が安

く買えるし、それを売る事でお小遣いになる。また友
人を勧誘すれば紹介料も入る」と説明されました。契
約代金３０万円が高くて用意できないと言うと、「必ず儲
かるから大丈夫」と消費者金融を紹介され契約してし
まいました。しかし、よく考えると不安です。どうし
たらよいでしょうか。

これはマルチ商法（連鎖販売取引）といわれるも
のです。化粧品を販売することで得られる利益は

少なく、友人を紹介して利益を得るのが特徴です。し
たがって学友を勧誘しやすい大学や専門学校などでよ
く広がります。しかし、思惑どおり儲かるどころか必
ず行き詰まり、勧誘した友人にも経済負担を負わせる
ことになり人間関係が壊れるばかりか、自分も加害者
になってしまいます。マルチ商法は禁止されていませ
んが、特定商取引法で勧誘に対してさまざまな規制が
あります。クーリング・オフ期間（２０日以内）が定め
られており、相談者は契約して１０日目でしたので、や
めたいのであれば書面で手続きをとるよう助言しまし
た。　クーリング・オフしても執拗に再勧誘されて会員
に戻り、次々に化粧品を購入させられたケースもあり
ます。ご注意ください。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

の
中
で
花
粉
に
よ
っ
て
起
こ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
花
粉
症
と
称

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ

は
、
花
粉
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
に
は
特
徴
的
な
病
態
が
あ
る

か
ら
で
す
。
花
粉
が
原
因
で
す
の

で
花
粉
が
飛
ぶ
季
節
性
、
地
域
性

が
あ
り
、
ま
た
目
が
か
ゆ
く
な
る

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
を
起
こ
し

た
り
す
る
か
ら
で
す
。

　

全
国
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
大
き
く

報
道
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ス
ギ
花

粉
で
す
が
、
北
海
道
で
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
富
良
野
近
隣
の
地
域
で

は
、
４
月
末
か
ら
６
月
初
の
シ
ラ

カ
バ
、
５
月
末
か
ら
７
月
末
の
イ

ネ
科
、
８
月
中
か
ら
９
月
末
の
ヨ

モ
ギ
、
ブ
タ
ク
サ
な
ど
が
代
表
的

な
も
の
で
す
。

　
　

本
当
に
「
は
な
か
ぜ
」
？

　

も
う
ひ
と
つ
、
く
し
ゃ
み
や
鼻

水
（
水
っ
ぱ
な
）、
鼻
づ
ま
り
の
症

状
は
、「
は
な
か
ぜ
」
で
も
起
こ
り

ま
す
が
、「
は
な
か
ぜ
」
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
よ
る
も
の
で
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
反
応
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
鼻
の
症
状
に
発
熱
、

咽
頭
痛
、
倦
怠
感
な
ど
を
伴
い
、

１
〜
２
週
間
で
改
善
し
ま
す
。「
は

な
か
ぜ
」
を
よ
く
繰
り
返
し
て
い

る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
だ
っ
た
、
と
い
う
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

富良野医師会　理事　林　浩　先生　
●花粉症とアレルギー性鼻炎は
　ちがう病気？

　

く
し
ゃ
み
や
鼻
水（
水
っ
ぱ
な
）、

鼻
づ
ま
り
の
症
状
が
長
期
間
に
わ

た
っ
て
続
き
、
そ
の
つ
ら
さ
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
方
も
か
な
り
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
症
状
を
起
こ

す
代
表
的
な
病
気
は
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
で
す
が
、
花
粉
症
と
い
う

名
前
も
よ
く
耳
に
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を　
　

　
　

起
こ
す
原
因

　

ヒ
ト
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起

こ
す
物
質
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
物

質
（「
抗
原
」
と
い
い
ま
す
）
が
鼻

の
粘
膜
で
自
分
を
守
る
た
め
の
も

の
（「
抗
体
」
と
い
い
ま
す
）
と
反

応
し
た
結
果
起
き
る
の
が
、
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
で
す
。
体
に
と
っ

て
異
物
で
あ
る
抗
原
を
追
い
出
そ

う
と
し
て
、
く
し
ゃ
み
や
水
っ
ぱ

な
が
や
た
ら
出
る
の
で
す
。
抗
原

を
体
に
吸
収
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
鼻
の
粘
膜
が
腫
れ
る
の

で
、
鼻
づ
ま
り
が
生
じ
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
起
こ
す

抗
原
と
し
て
の
主
な
も
の
は
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト（
家
ご
み
）、イ
エ
ダ
ニ
、

ペ
ッ
ト
の
毛
や
フ
ケ
、
花
粉
、
カ

ビ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と　
　

　
　

花
粉
症
の
関
連
性

　

こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
抗
体

　「なかよし姉妹です竃」

田村　 瑠菜 さん（２歳９カ月（２歳９カ月））
る　な

　　　 榎菜 さん（５カ月）（５カ月）
か　な

北の峰町　
「１歳の記念に
  パチリ四」

坂本  向日葵 さん
ひまわり

(１歳)(１歳)　
山部　
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く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
市
役
所
に
　
　

設
置
し
ま
し
た

　
４
月
か
ら
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
突
然
、
心
臓
が
け

い
れ
ん
（
心
室
細
動
）
を
お
こ
し

心
肺
停
止
に
な
っ
た
場
合
に
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓

を
正
常
に
戻
す
（
除
細
動
す
る
）

器
械
で
す
。

　
平
成
　
年
７
月
か
ら
医
療
従
事

１６

者
で
は
な
い
一
般
市
民
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
富
良
野
市

内
の
公
共
性
の
あ
る
施
設
で
は
保

健
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
東
中
学
校
、
西
中
学
校
、

寿
光
園
、
文
化
会
館
、
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
い
ち
い
、
ふ
ら
っ
と
な

ど
に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

架
保
健
医
療
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

と
　
き
　
５
月
　
日
俄
午
後
１
時

１１

～
５
月
　
日
牙
正
午

１４

と
こ
ろ
　
旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通
東

４
１
５
５
番
地
　
）
３０

内
　
容
　
知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
障
が

い
の
程
度
の
判
定
、
そ
の
他
専
門

的
相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
４
月
９

日
牙
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
不
定
期
な
日
程
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
広
報
な
ど
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

新
し
い
農
業
委
員
が
決
定

　
任
期
満
了
に
よ
る
富
良
野
市
農

業
委
員
会
委
員
の
選
挙
が
２
月
　２２

日
告
示
と
な
り
、
定
数
　
人
に
対

１６

し
　
人
の
立
候
補
の
届
出
が
あ
り

１６
ま
し
た
。
定
数
内
の
た
め
投
票
は

行
わ
れ
ず
、
３
月
２
日
の
選
挙
会

の
結
果
、
新
人
９
人
、
現
職
７
人

の
　
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

１６
新
農
業
委
員
（
氏
名
は
届
出
順
）

　
後
藤
英
知
夫
（
新
）、
保
勇
文
彦

（
新
）、
木
村
孝
（
新
）、
佐
藤
寛

（
再
）、
東
谷
正
（
再
）、
萱
原
隆

（
新
）、
滝
口
正
道
（
再
）、
幕
田
光

キラキラ応援ブック
トーク～子どもに本をす
すめる３３のシナリオ～

　キラキラ読書クラブ著

自分らしいブックトークを
見つけるためのガイドブッ
ク。ブックトークにおける
具体的なアドバイスや、そ
のまま使えるシナリオ、読
書を楽しくする工夫などを
紹介。巻末には396冊のブッ
クリストを掲載。

架図書館　拶２２‐３００５

６日俄、１３日俄、２０日俄、２４日画４月の休館日　

２７日俄、２９日我　　　　　　　

２階展示ホール　

　４月８日我まで　全国学生書道展

　４月１０日画～２３日牙　

　　絵手紙サークルななかまど作品展

　　「芽ぶきのふらの展」

２階多目的ホール　

　４月１１日臥午前１０時３０分　おはなし会

１階おはなしコーナー　

　毎週水曜日午後3時　どんぐりおはなし会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

今月の注目の今月の注目の本本

●児童書（新着）
安江　リエうおいちば
前野　章いっちゃんのケータイ

●一般書（新着）
森村　誠一闇の陽炎衆
群　　ようここんな感じ
森　　博嗣僕は秋子に借りがある

義
（
再
）、
及
川
健
一
郎
（
再
）、

鷲
見
勝
博
（
新
）、
岡
本
和
幸
（
再
）、

及
川
栄
樹
（
再
）、
菊
地
洋
晶
（
新
）、

泉
篤
郎
（
新
）、
山
崎
伸
一
（
新
）、

前
川
勝
良
（
新
）
※
敬
称
略

架
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
４
月
６
日
俄
～
　
日
我
ま
で

１５

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
地
域
、

職
場
、
家
庭
な
ど
で
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

虚
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

許
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

図書館だより図書館だより

ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用

距
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
防
止

鋸
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

漁
飲
酒
運
転
の
根
絶

架
市
民
環
境
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金

　
平
成
　
年
度
浄
化
槽
設
置
整
備

２１

補
助
金
の
希
望
申
し
込
み
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
申
し

込
み
は
浄
化
槽
設
置
者
本
人
か
同

居
の
家
族
の
方
に
限
り
ま
す
。

対
　
象
　
下
水
道
区
域
外
で
、
居

住
用
の
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
方

受
付
期
間
　
４
月
　
日
俄
～
　
月

１３

１０

　
日
画
（
申
し
込
み
が
５
基
に
達

３０し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
）

必
要
書
類
　
浄
化
槽
工
事
の
見
積
書

架
市
民
環
境
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
　

盗
難
被
害
の
防
止

虚
大
切
な
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ

を
盗
難
被
害
か
ら
守
る
た
め
に

・
丈
夫
な
鍵
を
取
り
付
け
、
確
実

に
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

・
オ
ー
ト
バ
イ
に
は
、
ハ
ン
ド
ル

ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

許
万
が
一
被
害
に
あ
っ
た
と
き
の

早
期
発
見
の
た
め
に
、
防
犯
登
録
の

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

　
防
犯
登
録
の
手
続
き
は
、
指
定
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さ
れ
た
販
売
店
で
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
す
る
と
、
登
録
番
号
や
車
体

（
台
）
番
号
か
ら
持
ち
主
が
わ
か
る

た
め
、
被
害
回
復
の
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　
自
転
車
の
防
犯
登
録
は
、
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

登
録
し
て
い
な
い
方
は
す
ぐ
に
登

録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
登
録
費
用
は
、
自
転
車
が
５
０

０
円
で
　
年
間
、
オ
ー
ト
バ
イ
が

１０

１
０
０
０
円
で
７
年
間
登
録
さ
れ

ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
防
止

　
例
年
、
た
く
さ
ん
の
山
菜
愛
好

家
が
行
者
ニ
ン
ニ
ク
や
タ
ケ
ノ
コ

な
ど
の
山
菜
採
り
の
た
め
に
入
山

し
、
道
に
迷
っ
た
り
、
沢
に
転
落

す
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
慣
れ
た
山
で
も
、
油
断
す
る
と

そ
こ
に
事
故
の
「
落
と
し
穴
」
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
山
菜

採
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
一
人
で
は
山
菜
採
り
に
行
か
な
い

・
家
族
な
ど
に
は
必
ず
行
き
先
と

帰
る
時
間
を
知
ら
せ
る

・
一
緒
に
入
っ
た
仲
間
と
声
を
掛

け
合
っ
た
り
、
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
す

な
ど
し
て
絶
え
ず
お
互
い
の
位
置

を
知
ら
せ
合
う

・
歩
い
た
場
所
が
わ
か
る
よ
う
に

テ
ー
プ
な
ど
で
目
印
を
付
け
る

・
万
が
一
に
備
え
、
目
立
つ
服
装

を
し
、
笛
や
雨
具
な
ど
を
携
行
す
る

・
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
真
新
し
い
熊
の
足
跡
な

ど
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
す

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用

虚
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
す
べ
て
の
同

乗
者
が
着
用
を

　
平
成
　
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ

２０

た
改
正
道
路
交
通
法
に
よ
り
、
後

部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

許
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
の
は
保

護
者
の
責
任

　
道
路
交
通
法
で
は
、
６
歳
未
満

の
幼
児
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使

用
で
大
切
な
命
を
守
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

距
交
通
事
故
の
被
害
か
ら
母
体
と

胎
児
を
守
る
た
め
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
正
し
い
着
用
を

　
妊
娠
中
の
方
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
正
し
く
着
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た
際

の
被
害
か
ら
、
母
体
と
胎
児
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
す
る
こ
と
で
が
健
康
保
持
上
適

当
で
な
い
場
合
は
、
着
用
し
な
く

広告①広告②

て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

医
師
に
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
妊
娠
中
の
方
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
す
る
場
合
は
、
事
故
な
ど

の
際
に
胎
児
へ
の
影
響
を
少
な
く

す
る
た
め
に
妊
娠
し
て
い
な
い
と

き
と
は
異
な
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
が
必
要
で
す
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

山
川
草
木
を
育
て
る
集
い

「
　
周
年
記
念
植
樹
祭
」

２０
と
　
き
　
４
月
　
日
我
午
前
　
時

２９

１０

と
こ
ろ
　
新
空
知
橋
そ
ば
の
空
知

川
右
岸
河
川
敷
（
市
街
地
側
）

参
加
料
　
無
料

服
　
装
　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽

子
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
長
靴
な
ど

野
外
作
業
に
適
し
た
服
装

※
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
小
雨
の
場
合
は
実
施
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

架
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

第
８
回
富
良
野
市
交
通
安

全
運
動
市
民
大
会

　
市
民
全
体
で
交
通
安
全
へ
の
関

心
を
高
め
、
安
全
な
交
通
社
会
の

確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
交
通
安
全
の
ビ
デ
オ
な

ど
も
上
映
予
定
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
　
き
　
４
月
７
日
峨
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
料
　
無
料

架
市
民
環
境
課
　

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
本
年
５
月
　
日
と
　
日
、
占
冠

２２

２３

村
ト
マ
ム
で
、
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
太
平
洋
諸
島
の
　
の
国
・
地
域

１６

の
首
脳
と
日
本
の
総
理
が
一
堂
に

会
し
、
太
平
洋
地
域
の
こ
れ
か
ら

つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
会
議
の
成
功
に
向
け
て
道
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

と
　
き
　
５
月
　
日
画
・
　
日
臥

２２

２３

と
こ
ろ
　
占
冠
村
ト
マ
ム

参
加
国
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
、

ク
ッ
ク
諸
島
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
、
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
共
和
国
、
キ

リ
バ
ス
共
和
国
、
ナ
ウ
ル
共
和
国
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ニ
ウ
エ
、

パ
ラ
オ
共
和
国
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
独
立
国
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
共
和
国
、
サ
モ
ア
独
立
国
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
ト
ン
ガ
王
国
、
ツ

バ
ル
、
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国

架
道
庁
知
事
政
策
部
国
際
課

拶
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
０
９
１
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※
利
用
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
を
行
い
ま
す
。

架
財
政
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
市
・
道
営
住
宅

２１

入
居
者
募
集
計
画

　
今
年
度
の
市
・
道
営
住
宅
の
募

集
は
、
空
家
が
あ
る
場
合
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
入
居
希
望
者
が

公
募
戸
数
を
上
回
る
場
合
は
、
抽

選
（
公
開
抽
選
）
に
よ
り
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。

第
１
回
募
集
　
５
月
　
日
～
　
日

１１

２２

第
２
回
募
集
　
７
月
６
日
～
　
日
１７

第
３
回
募
集
　
９
月
７
日
～
　
日
１８

第
４
回
募
集
　
　
月
９
日
～
　
日

１１

２０

第
５
回
募
集
　

　
　
平
成
　
年
２
月
８
日
～
　
日

２２

１９

架
都
市
建
築
課
　

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

選
挙
の
投
票
立
会
人
（
期
日
前
投

票
所
・
当
日
投
票
所
）
の
募
集

　
本
年
予
定
さ
れ
て
い
る
衆
議
院

議
員
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
　
歳
以

２０

上
の
方
（
有
権
者
）

募
集
人
員
　

期
日
前
投
票
所
（
市
役
所
　
名
、

２２

山
部
・
東
山
支
所
各
　
名
）

１０

当
日
投
票
所
（
市
内
　
箇
所
　
名
）

２３

４６

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

応
募
方
法
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
山
部
・
東
山
支
所
に
あ
る

申
込
用
紙
に
よ
り
随
時
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

選
任
方
法
　
選
挙
管
理
委
員
会
で

登
録
名
簿
か
ら
選
任
し
ま
す
。

業
務
内
容
　
投
票
事
務
に
参
与
し
、

投
票
事
務
の
執
行
が
公
正
に
行
わ

れ
る
よ
う
立
会
い
を
し
ま
す
。

※
報
酬
は
、
制
度
改
正
な
ど
で
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
は
、
山
部
・
東
山

に
お
住
ま
い
の
方
は
支
所
の
投
票

所
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
投

票
は
、
お
住
ま
い
の
投
票
所
に
な

り
ま
す
。

架
選
挙
管
理
委
員
会
　

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

住
民
講
座

車
両
系
建
設
機
械
安
全
衛
生
教
育

と
　
き
　
４
月
　
日
峨

２１

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

広告③広告④

鋸
出
張
説
明
会

と
　
き
　
５
月
１
日
画
～
　
日
画

２９

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

対
　
象
　
公
共
的
な
団
体
及
び
グ

ル
ー
プ
な
ど
（
　
名
以
上
）

１０

内
　
容
　
希
望
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
出
前
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

陰
お
金
の
貸
し
借
り
の
解
決
方
法

の
は
な
し

隠
遺
産
分
割
の
は
な
し

韻
成
年
後
見
の
は
な
し

吋
裁
判
員
制
度
の
は
な
し

説
明
者
　

　
裁
判
官
、
裁
判
所
書
記
官
な
ど

申
込
み
　
テ
ー
マ
を
選
ん
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
の

日
程
な
ど
に
よ
っ
て
は
お
受
け
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
す
べ
て
の
行
事
・
申
込
み
は
、

土
、
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。

架
旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総
務
課

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
２
５
５

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

若
松
町
駐
車
場
利
用
者
募
集

　
若
松
町
２
番
（
北
海
道
労
働
金

庫
と
な
り
）
の
市
有
地
を
駐
車
場

と
し
て
貸
し
付
け
し
ま
す
。

募
集
区
画
　

　
１
区
画
１
台
分
（
３
ｍ
×
５
ｍ
）

利
用
料
　
月
額
　
２
０
０
０
円

申
込
み
　
４
月
　
日
画
ま
で

２４

　
上
川
支
庁
参
事

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
１
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

憲
法
週
間
に
お
け
る
行
事

の
お
知
ら
せ

虚
裁
判
所
見
学
及
び
検
察
庁
見
学

と
　
き
　
５
月
１
日
画
、
７
日
牙

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
　
裁
判
所
及
び
検
察
庁
　

　
　
　
（
旭
川
市
花
咲
町
４
丁
目
）

許
資
料
の
展
示

と
　
き
　
５
月
１
日
画
～
　
日
画

２９

　
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
裁
判
所

距
ビ
デ
オ
上
映

と
　
き
　
５
月
１
日
画
～
８
日
画

　
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
裁
判
所

鋸
無
料
法
律
、
調
停
相
談
会

と
　
き
　
５
月
　
日
我

１３

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

　
（
受
付
は
午
後
３
時
　
分
ま
で
）

３０

と
こ
ろ
　
旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ

ル
６
階
「
ソ
レ
イ
ユ
の
間
」（
旭
川

駅
前
）

相
談
員
　
旭
川
弁
護
士
会
所
属
の

弁
護
士
及
び
旭
川
調
停
協
会
所
属

の
調
停
委
員

内
　
容
　
民
事
、
家
事
関
係
の
紛

争
全
般
に
わ
た
り
、
法
律
相
談
、

手
続
き
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

申
込
み
　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
、
会
場
に
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

山部・東山支所市役所投票所期
日
前
投
票
所

衆議院選挙における期日前投票の期間期間

午前9時
　～午後5時

午前8時３０分
～午後8時

勤務時間

6,600円9,500円報酬(1日)

市内の投票所(２３箇所）投票所

当
日
投
票
所

衆議院選挙における投票日(当日)期間

午前7時～午後8時※投票時間を繰
り上げる投票所があります

勤務時間

7,400円～10,700円
(投票時間により額が異なります)

報酬(1日)
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定
　
員
　
　
名
３０

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
業
務
従
事

者
安
全
衛
生
教
育

と
　
き
　
４
月
　
日
我

２２

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

定
　
員
　
　
名
３０

架
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
２
６
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

健
康
体
操
「
サ
ー
ク
ル
や
よ

い
」
会
員
募
集
中

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
ス
ト
レ
ッ
チ

で
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

忙
し
く
て
運
動
不
足
の
方
、
仲
間

に
入
り
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
毎
週
水
曜
日

　
　
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　

　
末
広
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
　
導
　
角
幡
和
子
先
生

持
ち
物
　
水
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、

敷
物
（
バ
ス
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
な
ど
）

架
岡
田
清
子
さ
ん

拶
０
９
０
‐
６
８
７
２
‐
７
４
４
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

中
小
企
業
大
学
校
研
修

虚
す
ぐ
で
き
る
営
業
の
基
本

　
前
半
　
４
月
９
日
牙
・
　
日
画

１０

　
後
半
　
５
月
　
日
俄
・
　
日
峨

２５

２６

　
　
　
　
　
　
　
４
２
０
０
０
円

許
新
任
管
理
者
育
成
講
座

　
　
　
　
４
月
　
日
峨
～
　
日
画

１４

１７

　
　
　
　
　
　
　
４
２
０
０
０
円

距
基
礎
か
ら
わ
か
る
！
会
社
の
経

営
数
字
　
４
月
　
日
俄
・
　
日
峨

２０

２１

　
　
　
　
　
　
　
２
４
１
５
０
円

鋸
若
手
の
た
め
の
仕
事
の
質
を
向

上
さ
せ
る
思
考
法

　
　
　
　
４
月
　
日
我
～
　
日
画

２２

２４

　
　
　
　
　
　
　
３
１
５
０
０
円

架
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

　
旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

第
　
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

２８
ル
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ
ク
リ
ン

グ
２
０
０
９
参
加
者
募
集

と
　
き
　
７
月
　
日
画
～
　
日
蚊

１０

１２

コ
ー
ス
　
雄
武
町
～
北
見
市
常
呂

～
斜
里
町
（
２
１
２
娃
）

募
集
期
間
　

　
　
　
　
５
月
１
日
画
～
　
日
画

２９

募
集
人
員
　
１
５
０
０
人

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
実

行
委
員
会

拶
０
１
５
７
‐
２
４
‐
３
２
９
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
調
理
師
試
験

２１

試
験
日
　
８
月
　
日
峨

２５

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
か
ら

３０

試
験
地
　
滝
川
市

受
験
資
格
　
学
校
教
育
法
第
　
条
５７

（
高
等
学
校
入
学
資
格
）
に
規
定
す

る
方
で
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食

物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、

学
校
、
病
院
な
ど
の
施
設
ま
た
は

飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
も

し
く
は
そ
う
ざ
い
製
造
業
に
該
当

年年金金だだよよりり

学生のための納付特例制度について

　学生の前年所得が一定以下であれば、申請により

免除を受けることができる制度です。

　これにもとづいて保険料を免除された期間は、受

給資格期間として算入されますが、１０年以内に追納

しないと満額の老齢基礎年金は受けとれません。免

除期間分の保険料は、卒業後就職して収入を得るよ

うになってから、忘れずに追納しましょう。

学生特例の手続きについて

　学生納付特例の手続きは、平成２０年度に学生納付

特例の承認を受けた方で、引き続き平成２１年度も同

じ学校に在学される方につきましては、社会保険事

務所から送られる学生納付特例申請書（ハガキ）に

必要事項を記入の上、社会保険事務所へ返送してい

ただくことにより、平成２１年度（４月～平成２２年３

月）の学生納付特例申請を行うことができます。

　ただし、初めて学生納付特例の申請をする方、社

会保険事務所で平成２１年度の納付書発行時に平成

２０年度の学生納付特例の承認を受けていない方に

つきましては、ハガキが送られないため、社会保険

事務所または市役所での手続きが必要になります。

また、在学される学校等に変更のある方は在学期間

の確認のため、ハガキによる申請を行うことは出来

ませんので、社会保険事務所または市役所で手続き

を行ってください。

保険料の支払いはお忘れなく

広告⑤

 国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き
　昭和１９年４月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日から手続きができます。厚生年金を受給して
いる方は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎
年金の手続きになりますので、改めて手続きする
必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所②番窓口にお越しください。

鰹問 市民環境課　拶３９‐２３０１

す
る
営
業
に
お
い
て
、
平
成
　
年
２１

５
月
　
日
ま
で
２
年
以
上
調
理
業

２９

務
に
従
事
し
た
方

試
験
科
目
・
試
験
方
法
　
食
文
化

概
論
、
衛
生
法
規
、
公
衆
衛
生
学
、

栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛
生
学

及
び
調
理
理
論
に
つ
い
て
筆
記
試

験
を
行
い
ま
す

受
験
願
書
の
提
出
先

　
　
　
　
富
良
野
保
健
所

受
付
期
間

　
　
　
　
５
月
　
日
俄
～
　
日
画

１１

２９

※
郵
送
の
場
合
は
、
５
月
　
日
ま
で

２９

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す

提
出
書
類
　
虚
調
理
師
試
験
受
験

願
書
許
調
理
師
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

架
富
良
野
保
健
所

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
３
１
６
１
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■「富良野の自然に親しむ集い」では、神社山を２
時間ほど散策しました。運動不足の私には体力的に
少しきつい取材でしたが、冬の森を歩いてみると、
動物の足跡や食痕などたくさんの発見があり、楽し
い時間を過ごすことができました。これから、運動
も兼ねていろいろ散策してみようと思います。（み）

編集
後記

連
峰
を
彼
方
に
お
き
て
融
雪
剤

青
田　

博
子

ぼ
た
ん
雪
の
せ
て
小
包
届
き
け
り

武
部　

洋
子

桃
の
花
壷
に
あ
ふ
れ
て
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
藤　

道
子

禁
煙
を
仄
め
か
し
吸
ふ
四
月
馬
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
澤
か
を
り

九
十
年
の
過
去
を
背
中
に
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
崎　

健
治

表
紙
絵
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
も
春
め
け
る

中
嶋
美
惠
子

白
魚
の
指
泳
が
せ
て
弾
き
た
ま
ふ

光
の
春
の
「
青
い
山
脈
」　
　
　
　
        
雪
原　

一
世

老
園
に
夕
餉
の
チ
ャ
イ
ム
鳴
る
ま
で
を

赤
い
椿
の
花
な
ど
画
け
り　
　
　
　
　
　

富
永　

ス
ミ

袴
を
は
き
し
乙
女
に
か
へ
り
と
ほ
き
代
の

建
国
お
も
ふ
宮
の
松
風　
　
　
　
　
　
　

森
高　

緑
子

白
じ
ら
と
広
原
冷
え
て
キ
タ
キ
ツ
ネ

一
文
字
残
し
ど
こ
へ
行
く
や
ら　
　
　
　

三
上　

和
子

晴
れ
た
空
生
暖
か
き
春
の
風

日
差
し
漂
う
我
が
家
の
ベ
ラ
ン
ダ　
　
　

村
上　

ユ
ミ

洩

　

西
脇
多
可
選
抜
新
人
高
校

　

駅
伝
競
走
大
会
を
開
催

　

２
月　

日
に
西
脇
多
可
選

２２

抜
新
人
高
校
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
駅

伝
強
豪
校
な
ど
男
子　

校
、

４１

女
子　

校
の
６
８
２
人
が
参

２５

加
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
約
１
１
０
０
人
が
大
会

運
営
に
尽
力
し
、
沿
道
で
は

特
産
品
販
売
や
炊
き
出
し
な

ど
も
行
わ
れ
、
西
脇
市
民
が

協
力
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　４月２５日臥　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■麓郷中学校の卒業式に取材でお邪魔しました。式
のなかでは、一人ひとりが３年間の思い出を振り返
る場面があり、バスケットやスキー、野球などを一
生懸命取り組んだ日々のことや、修学旅行、学校祭
など楽しかった思い出を聞いて、自分自身も昔のこ
とを思い出し、とても感動しました。（と）

ま
し
た
。

　

男
子
の
部
で
は
西
脇
工
業

高
校
、
女
子
の
部
で
は
京
都

府
の
立
命
館
宇
治
高
校
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

給
食
に
黒
田
庄
和
牛　
　

　

コ
ロ
ッ
ケ
が
登
場

　

西
脇
市
給
食
セ
ン
タ
ー
が

全
国
学
校
給
食
週
間
に
、
地

元
産
食
材
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
「
毎
日
で
も
食
べ

た
い
」
と
大
好
評
。（
広
報
に

し
わ
き
３
月
号
よ
り
）


